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1３９

久
、

雪
崩

（
特
・
に
板
状
雪
崩
に
開
し
て
）

…
…
鴬

大
島
亮
吉

此
の
「
冬
雪
崩
」
と
譜
ふ
名
稲
は
別
に
雪
崩
の
分
類
に
開
し
て
の
正
確
な
，
且
専
門
的
な
種
類
の
名
稲
で
は
な
い
が
、
以
下
筆
者
の
記
さ
ん

と
す
る
所
の
或
る
二
三
穂
の
雪
崩
（
其
れ
は
殆
ん
ど
厳
絡
に
云
っ
て
冬
季
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
）
を
総
括
し
て
燕
す
る
に
鮫
も
遮
篭
な
る
糊

稲
で
あ
る
と
思
っ
た
の
で
使
用
し
た
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
此
の
「
冬
雪
崩
」
言
旨
胃
鈎
菖
冒
呂
の
》
鼠
ご
冒
冒
君
旨
呂
》
胃
己
曽
邑
〕
の
号
］
〕
誉
●
．
な

る
名
穂
は
決
し
て
筆
者
一
個
が
勝
手
に
偏
し
た
る
造
語
で
は
な
い
。
彼
地
の
雪
崩
研
究
の
諸
文
献
の
中
に
も
歴
然
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
た
名
瀞

で
あ
る
。
現
に
本
文
に
於
て
引
例
す
る
事
多
き
文
献
の
一
つ
で
あ
る
耳
．
言
．
国
。
胃
及
び
弓
．
宮
．
国
．
ｑ
冒
昌
雨
氏
が
ア
ル
パ
イ
ン
。
ジ
ャ
ー
ナ

ル
・
第
三
十
七
巻
二
三
○
雛
に
寄
せ
た
る
稿
に
は
言
旨
胃
身
寧
］
菖
呂
硯
冒
昏
の
膳
］
電
な
る
題
名
が
附
せ
ら
れ
て
あ
る
。

①
②
。
Ｏ

「
冬
雪
崩
」
奇
」
は
冬
季
間
に
惹
起
す
る
雲
崩
の
綱
瀧
で
あ
る
。
更
に
詳
言
せ
ば
冬
季
歌
態
の
下
に
於
て
の
各
種
複
雑
な
る
諸
原
因
に
依
り
て

形
成
せ
ら
る
上
冬
季
特
有
の
雪
崩
を
総
穂
す
る
も
の
と
云
へ
る
。

先
づ
順
序
と
し
て
冬
季
状
態
に
就
て
説
明
す
る
な
ら
ば
穆
其
れ
は
次
ぎ
の
如
き
特
徴
あ
る
相
異
熱
を
春
季
状
態
に
封
し
て
有
す
る
。

一
、
気
瀧
低
き
こ
と
。
（
吾
等
の
是
迄
中
部
日
本
、
北
部
日
本
．
（
但
し
北
海
道
を
除
け
る
）
の
諸
川
岳
地
に
於
て
経
験
せ
る
所
で
は
諦
氏
零

下
一
一
十
度
を
最
低
さ
し
て
居
る
。
立
山
雄
山
頂
上
）

Ｉ
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１
表
謄
乾
燥
新
雪
雪
崩

２
表
協
漂
潤
新
雪
雪
崩

３
全
層
乾
燥
新
雪
雪
崩

４
全
勝
淵
潤
新
雪
響
崩

５
板
峨
雪
崩

的
に
行
は
れ
る
。

此
等
の
冬
雪
崩
が
春
季
に
惹
起
す
る
「
春
雪
崩
」
に
比
較
し
て
著
し
く
和
異
す
る
紬
は
左
に
述
ぶ
る
が
如
き
も
の
で
あ
る
。

○
○
Ｇ
⑧

冬
雪
崩
と
春
雪
崩
と
の
臨
別
は
、
恰
も
ス
ノ
ー
ク
ラ
フ
ト
の
方
に
於
て
、
冬
雪
と
春
雪
と
を
厩
別
し
て
居
る
の
と
同
様
に
、
此
の
雨
者
は
種

Ｇ
○
、
、

０
。
ｇ

々
な
る
職
に
於
て
共
通
的
な
所
が
存
す
ラ
ロ
。
結
局
冬
雲
と
春
雲
と
の
差
異
が
叉
冬
雪
崩
と
春
雪
崩
と
の
差
異
と
篇
る
の
で
あ
る
。

ス
ノ
ー
ク
ラ
ブ
ト
に
於
け
る
冬
雪
と
春
雪
と
に
於
て
は
、
冬
雲
よ
り
券
雲
の
方
が
其
の
雪
磁
の
愛
化
に
於
て
は
多
種
多
様
複
雑
で
あ
る
が
、

然
し
、
春
雲
は
冬
雲
と
比
し
て
は
比
較
的
に
規
則
的
な
愛
化
を
す
る
。
即
ち
正
規
状
態
に
於
け
る
春
雪
に
は
所
謂
「
雪
質
菱
化
の
輪
廻
」
啓
の

＆
。
］
⑦
。
静
固
○
三
が
あ
る
。
そ
し
て
券
雪
の
不
正
規
状
態
に
於
け
る
雪
質
愛
化
も
叉
冬
雲
の
其
れ
に
比
し
て
は
簡
躍
明
快
で
あ
る
。
叉
此
の
券

雲
の
雪
質
愛
化
は
主
と
し
て
全
体
的
に
行
は
れ
る
。
太
陽
の
照
射
に
依
る
場
合
の
塗
化
に
於
て
は
、
斜
而
の
方
位
に
依
っ
て
祁
異
す
る
も
、
其

れ
は
順
次
に
時
間
的
に
判
断
す
る
聯
が
可
能
で
あ
っ
て
、
且
つ
極
め
て
規
則
的
で
あ
る
。
降
雨
、
気
温
昇
騰
の
場
合
に
於
て
は
勿
論
全
く
全
体

二
、
日
光
の
照
射
の
彩
響
小
な
る
こ
さ
。

三
，
其
れ
に
反
し
て
風
の
作
用
大
な
る
こ
と
。

四
、
風
の
作
用
無
き
限
り
主
と
し
て
粉
雪
搬
態
を
保
有
す
る
こ
さ
。

然
し
て
以
上
の
特
徴
あ
る
気
象
上
並
び
に
雪
質
状
態
よ
り
し
て
次
ぎ
の
如
き
五
種
の
雪
崩
が
形
成
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
冬
雲
に
於
て
は
太
陽
の
照
射
に
依
る
影
響
も
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
叉
大
い
に
風
の
作
用
が
雪
質
愛
化
に
影
響
す
る
。
此
の
風
の
作
用
２

、

■

￥

魁
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漆
易
な
も
の
で
は
な
く
」
（
亀
．
乏
．
睦
ら
言
騨
昌

既
に
多
少
な
り
と
も
此
れ
を
経
験
す
る
所
で
あ
る
。

冬
雪
崩
と
券
雪
崩
は
既
に
述
べ
た
る
如
く
殆
ん
ど
此
の
冬
雲
と
春
雲
と
の
棚
異
す
る
の
言
同
様
な
諸
要
素
よ
り
し
て
、
冬
雪
崩
は
春
雪
崩
に

比
較
し
て
、
ア
ッ
ァ
ラ
ン
シ
ュ
。
ク
ラ
フ
ト
（
身
己
冒
呂
・
臼
畠
．
冒
言
ロ
９
百
巳
の
）
の
上
か
ら
は
よ
り
難
し
く
、
粥
迄
的
確
に
其
の
雪
崩
形
成

戸
一

噂

I4I 目

が
加
は
る
だ
け
で
冬
雲
の
雪
硬
愛
化
が
著
し
く
複
雑
と
偏
り
，
同
じ
に
雪
質
愛
化
の
判
断
も
困
難
さ
爵
ろ
。
「
春
雪
は
大
体
に
於
て
安
全
で
あ

り
、
兄
や
う
に
依
っ
て
は
却
っ
て
愛
化
が
妙
な
い
ｏ
」
（
ア
ー
ノ
ル
ド
。
ラ
ン
）
然
し
冬
雲
は
危
険
で
あ
る
。
何
故
冬
雲
は
危
険
な
の
か
。
先

づ
雲
賀
愛
化
の
判
断
の
困
難
と
云
ふ
聯
が
第
一
で
は
あ
る
が
、
其
れ
を
置
い
て
根
本
的
に
冬
雲
が
券
雪
或
ひ
は
莫
雲
（
ア
ル
プ
ス
に
於
け
る
意

味
に
於
て
）
と
祁
異
せ
る
特
性
を
有
す
る
と
云
ふ
躯
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
主
と
し
て
冬
雲
は
既
に
衆
知
の
如
く
融
解
凍
結
を
反
覆
し
て
細

密
と
な
っ
た
春
雲
及
び
墓
雪
と
は
相
違
し
て
、
非
常
な
寒
気
の
結
果
と
し
て
甚
だ
脆
弱
な
粉
航
性
で
あ
る
。
然
し
種
々
の
原
因
に
依
り
て
叉
此

の
冬
雲
の
雲
厨
全
部
は
粉
搬
雲
の
内
部
的
凝
衆
に
欠
く
と
云
ふ
紬
で
等
変
と
は
成
っ
て
居
な
い
。
叉
気
温
低
き
結
果
と
し
て
冬
に
は
雪
は
融
解

す
る
鞭
稀
少
で
あ
る
。
従
っ
て
叉
凍
結
も
せ
ぬ
。
冬
に
於
け
る
雲
雁
は
従
っ
て
唯
だ
其
れ
自
体
の
重
堂
或
ひ
は
風
歴
の
結
果
と
し
て
斜
而
に
懸

っ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
（
ハ
ン
ス
ｏ
ク
ー
ー
ニ
ッ
ヒ
罰
侭
の
冒
言
胃
侭
“
言
揖
ｇ
》
ｍ
・
邑
軌
）
然
し
て
更
ら
に
冬
雲
に
封
す
る
太
陽
照

射
、
風
の
作
用
の
影
鯉
は
、
原
則
的
に
観
て
登
山
術
の
上
か
ら
危
険
で
あ
る
冬
雲
を
一
層
複
雑
な
も
の
と
鴬
す
。
即
ち
一
斜
面
に
て
も
風
の
作

用
に
依
っ
て
二
三
種
の
ウ
ィ
ン
ド
、
久
ラ
ス
ト
を
形
成
す
る
こ
と
が
あ
る
。
叉
風
の
作
川
に
依
っ
て
風
向
側
の
斜
面
は
ウ
ィ
ン
ド
。
ク
ラ
ス

ト
の
種
々
な
る
雲
霞
状
態
を
各
個
に
各
所
に
呈
し
、
風
陰
側
に
は
大
塗
の
粉
状
雲
が
風
に
依
っ
て
吹
き
蓮
ば
れ
て
極
め
て
下
暦
而
に
は
不
安
定

に
集
積
し
、
其
れ
等
雨
斜
而
の
稜
界
に
は
風
陰
側
に
向
っ
て
雪
庇
が
形
成
せ
ら
ろ
る
。
此
れ
に
叉
冬
季
に
於
て
は
南
而
に
は
太
陽
照
射
の
影
襟

が
加
は
る
の
で
あ
る
。
冬
雲
は
一
般
に
は
粉
雪
を
主
と
し
て
、
終
日
北
而
、
東
而
、
西
面
は
完
全
に
粉
雪
状
態
を
保
有
し
て
居
る
が
如
く
思
は

れ
耐
一
見
却
っ
て
簡
麗
明
白
な
も
の
の
如
く
感
．
せ
ら
れ
る
が
、
然
し
高
山
地
に
於
て
は
質
際
的
に
は
甚
だ
微
細
な
饗
化
多
く
、
特
に
ウ
ィ
ン
ド

ク
ラ
ス
ト
に
於
て
は
其
の
判
断
困
難
な
も
の
で
、
「
冬
季
状
態
に
於
け
る
雪
質
を
判
断
す
る
能
力
と
云
ふ
も
の
は
決
し
て
此
れ
を
独
得
す
る
に

容
易
な
も
の
で
は
な
く
一
Ｑ
・
笥
・
冒
。
言
騨
昌
弓
．
〕
．
国
．
ｑ
旨
寧
）
ス
ノ
ー
ク
ラ
ブ
ト
と
し
て
最
も
商
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
吾
等
の
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魯
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写

の
判
断
溌
知
花
成
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
冬
雪
崩
が
如
何
な
る
諸
紬
を
以
っ
て
し
て
春
雪
崩
に
比
較
し
て
ア
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
ュ
。
ク
ラ
フ
ト

の
上
か
ら
其
の
知
得
に
困
難
と
せ
ら
る
る
の
か
。
其
れ
は
前
述
の
冬
雲
が
如
何
に
し
て
春
雲
よ
り
雰
礎
鍵
化
の
判
断
に
於
て
困
難
な
る
か
と
云

ふ
輔
に
殆
ん
ど
同
理
で
あ
る
。
冬
雪
崩
の
雪
崩
形
成
に
濁
す
ろ
諸
要
素
は
決
し
て
春
雪
崩
の
其
れ
に
比
し
て
多
く
は
な
い
。
唯
だ
大
い
に
相
違

す
る
重
大
な
る
黙
は
、
冬
季
に
於
け
る
各
種
の
雪
崩
（
特
に
ス
ラ
ッ
プ
・
ア
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
ュ
に
於
て
）
に
比
し
て
的
確
に
諜
知
判
断
し
難
い
と
云
ふ

一
鮎
で
あ
る
。
唯
だ
此
の
一
紬
に
過
ぎ
な
い
が
、
又
此
れ
程
重
大
な
も
の
は
な
い
。
と
は
言
へ
冬
雪
崩
に
謝
し
て
の
最
近
の
雪
崩
研
究
の
文
献

は
可
成
り
の
病
度
に
達
し
て
居
る
。
然
し
乍
ら
今
以
て
春
雪
崩
に
於
け
る
程
に
研
究
は
さ
れ
て
膳
ら
ぬ
。
其
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。
春
雪
崩
は

零
崩
と
し
て
は
重
大
な
も
の
で
、
且
つ
人
畜
に
鋤
す
る
被
害
は
屡
々
然
谷
の
底
，
山
側
に
居
を
有
す
る
山
民
に
典
へ
ら
れ
、
古
く
よ
り
人
事
的

に
交
渉
が
多
い
。
叉
群
雪
崩
、
即
ち
主
ざ
し
て
全
府
欝
雪
雪
崩
は
村
落
近
く
の
低
山
地
や
然
谷
の
急
峻
な
山
側
、
急
符
、
小
路
に
惹
起
す
る
。

其
故
従
っ
て
研
究
に
蒋
手
し
易
く
、
叉
多
く
の
資
例
左
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
冬
雪
崩
に
先
立
ち
て
春
雪
崩
が
よ
り
深
く
研
究
さ
れ
て
居
る
と

云
ふ
躯
は
常
然
で
あ
る
。
然
る
に
冬
雪
崩
は
（
殊
に
就
中
板
歌
雪
崩
に
於
て
は
）
主
と
し
て
村
落
近
き
低
山
地
、
黙
谷
内
に
は
妙
な
く
、
主
と

し
て
風
に
曝
露
せ
ら
れ
て
居
る
や
う
な
商
・
蓄
伽
稜
、
斜
而
に
於
て
惹
起
す
る
。
所
が
斯
ろ
商
距
の
斜
而
に
冬
季
に
交
渉
あ
る
者
は
登
山
者
、
猟

師
、
樵
夫
が
主
で
あ
る
。
殊
に
就
中
最
も
精
に
斯
ろ
海
営
山
稜
、
川
旗
近
く
の
斜
而
を
溌
降
横
断
す
る
べ
く
除
儀
な
く
せ
ら
れ
つ
上
あ
る
者
は

登
川
者
を
以
っ
て
第
一
と
鴬
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
参
季
登
山
の
漸
く
隆
盛
と
成
り
て
、
糟
々
築
く
登
川
着
の
是
迄
唯
氷
雪
朔
風
の
み
の
舞

蕊
な
り
し
商
山
頂
に
彼
れ
等
が
足
痕
を
痕
づ
け
し
は
一
九
○
○
年
以
後
の
躯
と
す
る
。
（
マ
ル
セ
ル
。
ク
ル
ッ
箸
「
冬
季
登
山
」
第
二
率
胃

言
冒
喜
⑦
号
、
蔵
の
冬
季
登
山
史
に
蝶
ろ
ｏ
）
春
雪
崩
に
封
し
て
は
、
彼
の
斯
方
而
に
於
け
る
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
た
る
エ
フ
・
ウ
ー
ー
ー
・

フ
ォ
ン
。
シ
ユ
プ
レ
ッ
ヒ
ャ
ー
氏
は
グ
ル
ン
ト
ラ
ヴ
ィ
ー
ネ
ン
に
封
し
て
も
深
奥
精
細
な
ろ
研
究
を
重
ね
、
既
に
其
れ
は
一
八
九
九
年
に
於
て
溌
表
せ

ら
れ
て
居
る
。
（
弓
．
二
割
．
号
．
ｍ
官
の
９
２
》
の
昌
一
邑
曽
冒
昌
‐
ｍ
言
急
９
．
，
．
挺
．
○
．
冒
胃
冒
呂
馬
患
‐
邑
冒
・
）
筒
此
れ
以
外
の
名
雪
崩
に
開
す
る
文

献
も
主
と
し
て
は
春
雪
崩
就
中
グ
ル
ン
ト
ラ
ヴ
ィ
ー
ネ
に
就
て
の
研
究
に
重
熱
が
置
れ
て
あ
る
聯
は
吾
等
の
容
易
に
知
り
得
る
所
で
あ
る
。
然

し
参
雪
崩
に
濁
し
て
の
文
献
、
叉
は
研
究
は
春
雪
崩
に
比
し
て
著
し
く
現
在
に
於
て
は
劣
っ
て
居
る
。
其
れ
は
既
に
前
述
の
如
く
冬
季
登
山
と



斯
く
て
冬
雪
崩
は
春
雪
崩
に
於
け
る
程
容
易
に
、
且
つ
可
成
り
の
程
度
迄
の
的
確
性
を
以
て
判
断
識
知
す
る
躯
の
不
可
能
な
理
由
は
多
く
あ

る
の
で
あ
る
。
雪
崩
形
成
に
閥
す
る
冬
雪
崩
の
諸
要
素
と
な
り
得
べ
き
も
の
は
、
主
と
し
て
現
地
に
於
け
る
登
山
者
自
身
の
探
測
に
依
ろ
も
の

多
く
、
叉
地
形
雲
屑
下
の
地
表
而
の
性
質
を
も
観
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
春
雪
崩
と
雌
も
間
よ
り
同
様
に
以
上
の
諸
馳
に
封
す
る
現
地
観
察
を
要

す
る
聯
、
決
し
て
豪
も
冬
雪
崩
に
於
け
る
と
異
な
る
所
は
な
い
。
然
れ
ど
異
な
る
は
前
考
に
封
す
る
観
察
よ
り
後
者
，
即
ち
券
雪
崩
に
鋤
す
る

、
、

観
察
の
方
が
よ
り
通
か
に
癖
易
で
あ
る
と
云
ふ
一
紬
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
如
何
な
る
紬
で
春
響
崩
に
封
す
る
雪
崩
形
式
の
判
断
が
容
易
な
の
で

あ
る
か
。
春
雪
崩
に
於
て
は
気
温
、
太
陽
照
射
の
雪
府
に
蝋
す
る
影
審
の
程
度
が
殆
ん
ど
大
部
分
雪
崩
形
成
の
決
定
的
要
素
と
飼
っ
て
居
る
。

雲
屑
探
測
も
冬
雪
崩
の
其
れ
に
比
し
て
雰
易
で
あ
る
。
従
っ
て
春
季
に
於
て
は
午
前
の
太
陽
照
射
以
前
の
ク
ラ
ス
ト
の
斜
而
は
鞭
へ
其
れ
が
雪

崩
路
で
あ
ら
う
と
、
叉
如
何
な
る
念
傾
斜
の
斜
而
で
あ
ら
う
と
、
雪
崩
形
式
に
封
し
て
は
緬
封
安
全
で
あ
り
、
叉
午
後
に
到
っ
て
太
陽
の
照
射

を
受
け
な
く
な
り
し
斜
而
に
極
く
僅
か
表
而
の
み
が
薄
き
ク
ラ
ス
ト
を
形
成
す
る
に
於
て
は
、
太
陽
照
射
前
同
様
に
再
び
雪
崩
形
成
に
封
し
て

し
て
の
歴
史
が
新
し
く
、
従
三

に
依
る
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

は
紹
勤
に
安
全
と
成
る
。

従
っ
て
参
雪
崩
に
謝
す
る
研
究
の
機
曾
叉
紗
き
に
依
る
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
冬
雪
崩
の
研
究
の
著
し
く
悶
難
な
る
５

頂
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斯
く
の
如
く
券
雪
崩
に
於
て
は
維
封
的
に
安
全
な
り
と
云
ふ
時
間
が
一
日
の
中
に
あ
る
の
に
謝
し
て
、
多
雪
崩
に
於
て
は
全
然
其
の
様
な
安

・
全
な
時
間
が
な
い
。
常
に
其
虚
を
通
過
せ
ん
と
す
る
者
あ
ら
ば
、
其
の
者
の
極
く
僅
少
の
雲
而
に
加
へ
た
歴
力
、
震
動
、
捌
飢
作
用
に
依
っ
て

も
，
叉
或
ひ
は
突
然
吹
言
来
た
っ
た
風
の
僅
少
な
力
臆
依
っ
て
も
、
恰
も
鯛
れ
な
ば
落
ち
な
ん
と
詔
ふ
が
如
き
極
く
危
険
な
膿
沸
的
な
状
態
に

於
て
、
其
の
犠
牲
者
を
待
ち
設
け
る
が
如
き
、
板
状
雪
崩
，
表
屑
乾
燥
新
雪
雪
崩
等
に
謝
し
て
は
、
此
れ
に
鋤
す
る
登
山
者
の
順
慮
注
意
警
戒

は
時
の
如
何
を
間
ふ
率
は
な
い
。
全
屑
乾
燥
新
雪
雪
崩
に
於
て
最
も
然
り
で
あ
る
。
そ
し
て
殊
に
板
欣
雪
崩
に
於
て
は
快
晴
が
数
日
乃
至
戯
週

間
紬
き
て
他
の
各
種
の
雪
崩
の
全
く
惹
起
し
終
っ
た
時
に
於
て
も
倫
凡
惹
起
す
る
躯
が
あ
る
。

春
雪
崩
に
於
て
は
雲
屑
が
全
く
其
の
斜
而
に
封
し
て
解
擦
の
鋤
に
於
て
保
持
し
切
れ
無
く
な
る
迄
、
気
温
、
雪
暦
の
状
態
が
進
み
到
っ
て
始



斜
而
に
主
と
し
て
限
ら
れ
て
居
る
。

め
て
雲
蝿
は
形
成
せ
ら
れ
る
．
其
れ
に
封
す
る
観
察
は
容
易
に
寒
暖
計
．
太
陽
の
照
射
を
事
け
た
る
惹
過
時
岡
或
ひ
は
よ
り
隔
軍
に
１

１
午
前
十
時
よ
り
午
後
三
時
半
迄
’
一
川
の
中
の
あ
る
時
間
内
を
限
定
し
た
雪
崩
惹
起
の
時
間
内
か
時
間
外
を
老
へ
る
だ
け
に
て
も
大
体
を

看
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
樹
梢
よ
り
落
ち
し
一
個
の
小
雪
塊
よ
り
し
て
直
ち
に
其
れ
が
雪
崩
形
成
の
端
緒
と
な
る
が
如
き
種
類
の

雪
崩
、
即
ち
表
勝
沸
潤
新
弊
雰
崩
の
如
き
は
冬
に
於
け
る
急
傾
斜
の
南
而
に
於
て
は
最
も
普
通
に
頻
繁
に
新
雪
の
降
り
、
好
晴
と
な
る
僻
に
惹

起
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
春
に
於
て
は
間
よ
り
ス
プ
リ
ン
グ
。
パ
ウ
ダ
ー
が
直
ち
に
太
陽
の
照
射
に
影
響
せ
ら
る
上
や
同
様
の
雪
崩
を
惹
起
す

る
が
冬
に
比
較
し
て
は
寧
ろ
数
に
於
て
少
で
あ
る
。
全
厨
撫
潤
新
雰
雲
崩
と
し
て
新
雲
の
グ
ル
ン
ト
ラ
ヅ
ィ
ー
ネ
が
猛
威
を
振
ふ
の
は
多
の
南

全

二
劃
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斯
く
の
如
く
し
て
溌
際
的
に
於
て
は
冬
雪
崩
の
方
が
よ
り
遥
か
に
登
山
者
、
旅
行
者
に
封
し
て
恐
怖
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
不
断
の
注
意
力

を
集
注
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
多
馨
崩
の
中
、
既
に
表
府
乾
燥
新
零
零
崩
、
表
肺
鴻
潤
新
雪
雪
崩
に
封
し
て
の
ア
ヴ
ァ
ラ
ン
シ
ュ
。
ク
ラ
フ
ト

の
上
か
ら
の
研
究
は
可
成
り
充
分
に
馬
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
其
他
の
三
種
の
醇
崩
の
中
、
全
臓
乾
燥
新
零
雰
崩
（
エ
フ
・
ヴ
ェ
ー
。
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ

レ
ッ
ヒ
ャ
ー
の
ｇ
白
倉
‐
ぬ
冒
号
冒
冒
ｇ
と
稀
せ
し
も
の
）
に
就
て
は
前
掲
シ
ュ
プ
レ
ッ
ヒ
ャ
Ｉ
氏
の
研
究
あ
り
、
全
屑
鳴
潤
新
雪
雪
崩
と
板
状
雲

崩
と
に
就
て
は
ア
ー
ノ
ル
ド
。
ラ
ン
氏
の
記
述
に
も
充
分
見
え
る
が
，
筒
以
て
足
れ
り
と
し
な
い
の
は
、
此
の
種
の
雪
崩
、
特
に
板
状
雪
崩
に

於
て
資
際
上
其
れ
を
擦
知
判
断
す
る
に
於
て
未
だ
籍
し
く
的
確
性
を
峡
く
さ
云
ふ
小
で
あ
る
。
錘
く
し
て
彼
地
に
於
け
雪
崩
研
究
の
尖
端
は
今

や
抽
象
的
原
理
の
み
の
記
述
を
以
っ
て
，
捜
雑
な
る
各
種
の
像
件
、
状
況
に
依
り
て
例
外
的
に
惹
起
す
る
雪
崩
に
封
す
る
に
演
癖
的
方
法
を
以

っ
て
臨
む
に
は
除
り
に
其
の
例
外
多
き
を
以
て
、
漸
く
斯
る
種
の
雪
崩
（
即
ち
冬
雪
崩
を
主
と
す
る
も
の
）
に
封
し
て
は
、
此
れ
を
可
能
的
一

つ
一
つ
資
際
の
縄
験
を
示
し
て
、
以
っ
て
其
れ
よ
り
費
際
上
の
細
微
な
る
雰
崩
形
成
の
諸
要
素
を
知
得
し
、
依
っ
て
現
地
に
於
け
る
判
断
溌
知

の
能
力
溌
漸
次
補
填
し
行
か
ん
と
云
ふ
傾
向
ぞ
示
し
て
居
る
。
慨
に
先
き
に
記
し
た
る
』
．
弓
．
切
る
冒
震
旦
圃
．
白
．
国
．
ｄ
眉
目
雨
氏
の
言
旨
胃

怪
冒
］
曽
邑
〕
鼠
旨
昏
。
と
富
及
び
旨
．
『
皇
目
氏
の
園
勇
湧
冒
且
〕
の
（
同
⑦
９
ｍ
号
、
陛
胃
伽
．
弓
○
・
や
、
邑
隠
、
）
の
如
き
は
全
く
資
例
に
就
て
の
み

の
記
載
・
を
潟
し
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。



罫

板

歌

雪
崩

此
の
種
の
騨
崩
は
左
の
如
き
名
稲
で
彼
地
の
騨
崩
研
究
者
の
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。

得
・
巨
〕
①
二
割
旨
争
畢
一
号
．
（
○
尾
、
巨
○
亨
営
言
）
》
四
号
‐
男
巳
自
呂
の
．
（
骨
冒
○
国
睡
昌
目
》
『
．
弓
．
国
ｇ
言
曽
昌
㈲
．
］
・
国
．
ｑ
冒
旨
）

唖
．
の
。
旨
の
の
胃
昌
．
（
司
旨
邑
冒
弔
自
］
・
冨
冒
鳴
巳
の
胃
目
旨
昏
循
の
髄
》
国
冒
“
丙
言
侭
》
胃
．
己
．
周
自
の
旨
）

函
・
曽
冒
ｃ
］
５
号
崖
の
侭
。
．
（
与
鴨
員
。
言
旨
胃
８
〕
局
員
頃
）
》
国
皇
弓
号
９
億
の
．
（
旨
い
曾
胃
員
国
．
侭
昌
冒
黒
ｏ
の
く
胃
）
．

此
れ
蒋
板
状
雪
崩
、
雲
板
さ
生
硬
な
直
諜
的
諜
語
を
用
ひ
る
も
過
渡
的
の
も
の
で
、
漸
次
他
の
術
語
同
様
適
営
な
る
語
に
愛
へ
ら
る
る
こ
と

と
信
ず
る
が
、
現
在
一
時
的
の
も
の
と
し
て
以
上
の
鐸
語
を
此
麗
に
は
侭
り
に
使
用
す
る
。

板
歌
雪
崩
に
封
す
る
記
述
と
し
て
は
叉
次
の
如
き
研
究
者
の
も
の
が
あ
る
が
，
就
中
最
も
周
到
精
細
な
も
の
は
前
二
者
と
す
る
。

鼻
．
辱
言
旨
》
倍
旨
○
屋
．
屍
ご
己
冒
。
の
蔵
‐
旨
い
．
得
④
豊
．
吋
圃
．
際
の
‐
画
函
．

唾
．
局
自
ぎ
ぎ
》
二
『
旨
〕
堅
旨
．
ご
ざ
の
⑦
言
胃
９
号
尾
跨
〕
ご
ｇ
、
。
、
自
陣
．
乞
隠
Ｈ
）
詞
麗
’
房
．

唾
・
】
盲
信
ｃ
昂
》
園
・
旨
．
ご
巨
伊
皇
言
ｇ
鴨
暦
胃
震
鹿
臼
◎
昌
騨
ｇ
》
冒
涜
騨
侭
の
言
一
や
雲
尾
園
田
鳴
雷
侭
の
一
・
．
ぢ
９
．
ｍ
．
］
に
．

牢
．
丙
匡
冒
切
言
§
》
園
．
牌
邑
自
９
＄
９
号
侭
の
．
跨
目
員
冒
号
』
》
隆
協
量
鳥
目
匝
昌
陽
。
今
＄
９
号
含
厨
、
画
．
ご
鵠
圃
勺
．
岳
‐
屋
．

画
・
属
目
網
》
冨
胃
ｇ
｝
・
乞
官
貝
、
旨
①
国
茸
⑦
ｇ
畠
の
》
門
の
、
嵐
の
胃
冒
匡
、
］
ｇ
跨
ぎ
＄
・
乞
誤
吋
弔
．
邑
画
‐
得
８
．

。
、
臼
冒
の
旨
》
胃
．
己
・
》
ロ
ｇ
屑
、
匡
冒
旨
〕
騨
巨
⑩
昌
屋
昌
博
勇
冒
２
．
，
嵐
‐
。
』
自
涛
．
曽
盲
９
号
号
、
Ｕ
２
涜
呂
ｇ
ご
巳
Ｃ
鼻
骨
の
ざ
屋
ｍ
ｇ
ｇ

ｍ
匡
巽
『
の
吾
韓
戸
今
＄
．
。
．
『
畠
】
侭
Ｐ
固
い
．
胃
。
』
函
ｍ
・
串
。
．

（
蚕
澗
行
錐
阿
年
一
四
○
’
一
四
脚
瓦
に
課
戦
せ
ら
れ
に
板
状
響
蹴
の
頚
は
主
と
し
て
ア
ー
ノ
ル
ド
．
ラ
ン
の
記
述
に
擦
る
。
〕

板
状
舞
崩
が
各
祇
雪
崩
の
中
最
も
藤
知
判
断
の
困
難
な
る
も
の
で
あ
る
鞭
は
本
稿
に
於
て
も
前
述
せ
し
所
な
る
が
、
叉
前
出
ア
ー
ノ
ル
ド
。

怨
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ラ
ン
の
記
述
の
謀
文
中
に
も
説
か
れ
て
居
る
。
本
続
は
前
出
ア
ー
ノ
ル
ド
。
ラ
ン
の
板
状
嬰
崩
に
鋤
す
る
記
述
に
濁
し
て
、
更
に
大
陸
諸
研
究

者
の
記
述
す
る
所
の
も
の
を
以
っ
て
附
記
柿
通
し
、
更
に
其
の
貧
例
の
引
用
を
以
っ
て
、
此
の
種
の
雪
崩
に
鋤
す
る
登
山
者
と
し
て
の
基
礎
的

知
識
を
更
に
幾
分
な
り
と
も
豊
富
に
し
、
其
れ
に
封
す
る
判
断
能
力
を
し
て
よ
り
細
密
な
ら
し
め
ん
と
企
闘
せ
し
も
の
な
る
が
、
不
幸
に
し
て

筆
者
は
斯
方
而
に
封
す
る
基
礎
的
教
育
乏
し
き
た
め
，
一
行
文
に
過
誤
多
く
、
課
語
叉
不
溌
な
ろ
は
到
底
禿
が
れ
ざ
る
所
で
あ
ろ
を
以
っ
て
，
其

の
錨
諒
察
を
乞
ひ
、
併
て
矯
正
を
希
ふ
次
第
で
あ
る
。

此
の
急
昌
ぁ
一
号
》
普
○
弓
吻
］
鳥
唾
呂
口
の
⑦
言
①
写
と
云
ふ
も
の
を
他
の
新
雪
零
崩
。
薄
雲
罫
崩
と
封
立
的
に
見
て
、
其
れ
を
明
確
に
雪
崩
の
分

類
上
か
ら
の
一
種
と
偽
し
た
の
は
、
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
の
啓
。
一
言
’
男
：
ロ
呂
溺
（
旨
っ
目
冒
冒
○
冒
辱
》
畠
菖
辱
の
．
弓
．
崎
。
昌
晦
．
邑
呂
に

器
縞
せ
る
旨
。
ｇ
冒
月
の
冒
岨
・
ロ
、
嵐
の
一
章
）
に
於
け
る
零
崩
の
分
類
に
於
て
最
初
さ
篇
す
如
く
で
あ
る
。
既
に
其
れ
以
前
に
於
て
前
掲
大

陸
の
諸
研
究
者
は
間
よ
り
シ
ユ
ネ
ー
ブ
レ
ッ
ト
の
存
派
を
此
れ
を
充
分
に
認
め
て
は
居
た
の
だ
が
、
敢
へ
て
其
れ
形
雪
崩
分
類
上
か
ら
見
て
の
立

派
な
一
種
と
ま
で
は
認
め
な
か
っ
た
。
殊
に
ル
ー
ト
ゲ
ル
ス
、
タ
ウ
ヱ
ル
ン
は
全
く
雪
崩
の
中
に
も
斯
る
一
部
的
現
象
の
あ
る
を
認
め
る
と
云

ふ
程
度
に
過
ぎ
ぬ
。
然
る
に
バ
ウ
ル
ヶ
は
此
れ
を
以
っ
て
「
乾
燥
新
雪
雪
崩
」
厚
。
鳥
目
の
国
の
ｇ
ｏ
旨
の
。
］
身
冒
目
（
圃
己
ｏ
宮
）
の
一
部
と
零
倣

し
た
。
ク
ラ
ー
ン
シ
ュ
テ
ッ
フ
鐸
ル
。
ク
ル
ッ
ッ
は
ラ
ン
と
同
様
の
具
解
の
下
に
雪
崩
の
一
種
と
偽
し
て
居
る
。

更
に
バ
ウ
ル
ヶ
Ⅲ
ク
ラ
ー
ン
シ
ュ
テ
ッ
フ
ェ
ル
は
此
の
ｍ
ｏ
ｇ
の
９
局
震
目
星
屋
の
号
口
の
侭
①
の
中
に
シ
ュ
ネ
ー
シ
ル
ト
（
、
９
口
の
厨
。
巨
ｅ
と
云
ふ

特
別
な
局
部
的
現
象
の
も
の
を
認
め
て
居
る
。
（
ク
ラ
ー
ン
シ
ュ
テ
ッ
フ
ェ
ル
は
パ
ワ
ル
ヶ
の
良
解
に
従
ひ
て
共
れ
を
認
め
液
の
み
で
あ
っ
て
、
此
れ
は
パ

ｙ
ケ
ル
の
創
見
で
あ
る
Ｏ
〕

唖

子

146§

板
歌
雪
崩
（
シ
ュ
ー
ネ
シ
ル
ト
を
包
含
す
る
と
こ
ろ
の
）
は
風
に
依
っ
て
形
成
せ
し
め
ら
れ
た
ク
ラ
ス
ト
の
被
種
せ
し
冬
の
粉
雲
而
に
於
て

の
み
形
成
す
る
罪
崩
で
あ
る
。
．
体
風
は
雲
の
屑
を
新
た
に
造
る
躯
や
、
雲
表
而
を
愛
化
せ
し
む
る
率
に
封
し
て
は
、
資
に
主
要
な
る
役
割

を
淡
歩
る
も
の
で
あ
る
．
風
の
作
朋
憾
雪
崩
形
成
ｌ
殊
に
就
中
第
一
に
乾
燥
新
婁
崩
に
封
し
て
特
別
な
蕊
著
し
て
居
る
。
菱
の
愛



化
は
一
般
に
知
ら
れ
て
居
る
以
上
に
非
常
に
庇
い
限
界
に
於
て
風
の
燭
め
に
支
配
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
高
山
に
於
て
は
無
風
の
天
候
状
態

に
於
て
降
雪
す
る
事
は
極
め
て
稀
有
な
現
象
で
あ
る
。
風
は
山
稜
を
吹
き
越
し
て
降
雪
同
様
に
雪
片
を
吹
き
蓮
ぴ
、
粉
航
の
雲
を
渦
巻
か
し
め

る
。
そ
し
て
其
れ
は
風
影
と
な
る
虚
に
唾
々
大
な
る
範
幽
に
亘
っ
て
不
安
定
な
状
態
で
堆
積
す
る
。
氷
河
の
う
州
ル
ン
ベ
ッ
ク
ン
は
大
部
分
典
故

前
述
の
様
に
風
に
運
ば
れ
る
雲
の
絶
好
の
溜
り
場
所
と
潟
ろ
。
従
っ
て
厘
々
風
向
側
つ
言
昌
鼠
さ
巨
或
ひ
は
冒
爵
呉
呂
）
は
ピ
ッ
ク
ル
や
シ
ュ
タ

ィ
ク
ア
イ
ゼ
ン
を
以
っ
て
行
路
彰
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
程
烈
し
く
風
の
作
用
を
事
け
た
堅
硬
な
る
ウ
ィ
ン
ド
ク
ラ
ス
ト
の
雲
而
を
生
す
る
が
、

其
れ
ざ
は
反
掛
側
の
風
陰
側
（
言
旦
駕
冒
芹
ｇ
畠
冒
或
ひ
は
胃
＄
呉
曾
）
は
雲
の
驚
く
べ
き
互
並
が
堆
溌
し
、
従
っ
て
新
た
に
降
雪
が
あ
っ

た
後
は
長
時
間
に
亘
っ
て
大
な
る
雪
崩
の
危
険
が
其
庭
を
支
配
す
る
。
此
の
現
象
は
大
な
る
Ⅲ
脈
の
主
稜
に
於
て
も
、
叉
軍
な
る
支
稜
（
堅
呂
の

冒
唱
呉
呂
）
に
於
て
も
、
同
等
に
行
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。

ロ
「

ロ

ｴ４７ ９

既
に
同
一
斜
而
に
於
て
も
、
其
れ
に
は
多
種
の
形
態
が
あ
っ
て
、
例
へ
ば
渓
川
の
側
斜
面
の
如
き
に
は
腫
々
多
少
な
り
と
も
明
白
な
背
稜
と

窪
谷
を
有
し
て
居
る
。
斯
る
時
に
於
て
は
一
斜
而
上
に
於
て
す
ら
も
，
其
の
背
稜
の
風
陰
側
と
窪
谷
と
に
は
雲
崩
な
形
成
す
る
程
度
の
堂
迄
に

粉
歌
雪
が
堆
積
す
る
。
然
し
て
風
が
吹
き
詰
ま
っ
て
、
其
の
主
方
向
が
多
方
向
に
稗
向
せ
し
め
ら
れ
る
如
き
間
谷
底
に
於
て
は
、
前
述
の
如
き

場
所
為
判
断
す
る
事
は
至
難
な
事
で
あ
る
。
常
に
斯
ろ
種
類
の
樫
猿
な
る
雲
は
風
向
に
従
っ
て
大
な
る
山
稜
の
風
陰
側
全
体
に
亘
っ
て
極
め
て

明
劃
な
蕊
界
を
右
ち
、
斜
而
の
凸
凹
に
従
っ
て
灰
大
蔵
臨
域
を
徹
ふ
の
で
あ
る
。
其
れ
等
の
斜
面
中
に
は
場
所
的
に
厘
分
し
て
凹
形
部
分
も
あ

り
、
山
稜
直
下
の
小
な
る
隠
域
の
斜
面
も
あ
る
。
然
し
て
斯
る
軽
霧
な
る
雲
賛
に
蔽
は
れ
た
其
れ
等
の
斜
而
が
即
ち
の
昌
一
ｇ
》
胃
圃
昌
冨
自

或
ひ
は
、
ｇ
旨
の
の
駕
巨
号
匡
と
無
せ
ら
る
上
雪
崩
の
危
険
あ
る
斜
而
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
叉
コ
ー
ッ
は
斯
る
も
の
を
曾
淵
の
冒
》
ぬ
侭
§
９
（
即

ち
風
に
依
る
雪
の
飛
塵
）
と
呼
ん
だ
。
斯
ろ
同
一
の
、
或
ひ
は
極
め
て
類
似
せ
る
形
成
物
に
蟹
す
る
名
穂
の
敷
多
あ
る
事
は
、
文
献
上
薯
し
き

混
雑
を
識
す
恐
れ
あ
れ
ば
、
此
の
頴
著
煎
る
現
象
に
封
す
る
に
、
最
も
普
通
な
、
且
つ
其
の
特
質
を
最
も
好
く
表
示
し
て
居
る
名
禰
と
し
て
、

、
。
旨
の
の
“
目
員
な
る
名
稲
溌
附
す
る
事
と
す
る
。
〔
弓
昌
冨
８
》
目
の
の
鳥
胃
９
号
増
置
己
の
ロ
．
、
．
の
ｍ
ｌ
ｇ
並
び
に
脚
註
訓
〕

シ
ュ
ネ
ー
シ
ル
ト
シ
ュ
ネ
ー
シ
ル
ト
は
勿
論
斜
而
の
各
部
と
、
同
様
に
風
力
天
候
に
依
り
て
影
響
せ
ら
れ
る
。
シ
ュ
ネ
ー
シ
ヒ
ト
の



ｅ
賑
老
な
辰
巾
ｙ
桑
轟
描
乱
個
所

Ｐも

危
険
な
る
理
由
は
局
部
的
に
限
界
せ
ら
れ
て
現
出
す
る
可
能
性
あ
る
事
で
、
特
胆
外
見
上
一
見
し
て
は
同
質
の
新
雪
屑
が
全
斜
面
を
徹
ふ
て
居

る
際
か
、
或
ひ
は
不
分
明
な
天
候
欣
態
（
霧
の
懸
つ
た
様
な
場
合
）
に
於
て
斜
而
全
体
の
様
子
を
充
分
判
別
す
る
事
の
出
来
な
い
様
な
際
に
、

突
然
識
期
せ
ず
に
安
全
な
る
雲
而
よ
り
危
険
な
る
地
域
に
踏
み
入
る
が
如
き
際
は
最
も
危
険
で
あ
る
。
・
風
向
側
の
川
稜
漬
下
の
急
斜
面
で
特
に

局
部
的
に
厚
く
雪
の
堆
職
し
て
居
る
が
如
き
個
所
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
更
に
殊
更
に
斜
面
全
体
の
傾
斜
度
が
不
均
等
で
、
上
部
斜

而
と
下
部
斜
而
の
中
間
に
よ
り
急
な
る
一
斜
面
の
介
在
し
て
所
謂
傾
斜
に
破
綻
を
有
っ
て
居
る
が
如
き
斜
而
（
第
一
脇
参
照
）
は
常
に
注
意
せ

オ(･3庵に〃”‘両国

灘
嬬
・
霧
。
噂
虐
填
；
嘉
薄
懇
郷
鯛
叶
蝿
識
窪
諦
潅
撫
瀬
ゥ
腕
融

Ｐ

同
し
て
は
な
ら
ぬ
。
余
は
シ
ュ
ネ
ー
シ
ル
ト
の
識
語
と
し
て
は
い
。
且
の
な
る
語
が
迩
営
言
思
ふ
。
シ
ュ
ネ
ー
シ
ル
ト
の
惹
起
す
る
個
所
は
他
の

場
合
に
は
危
険
の
な
い
特
別
な
斜
而
に
限
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
第
一
閲
の
如
き
斜
伽
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
斯
く
の
如
き
斜
面
は
雪
に
敵
は
れ
て

は
甚
だ
識
別
せ
ら
れ
悪
い
も
の
で
あ
る
。
其
れ
は
第
二
岡
の
如
く
に
雲
は
其
の
斜
而
の
傾
斜
の
不
等
薪
を
僻
し
て
し
ま
ふ
如
く
、
風
に
吹
・
冒
蓮

ば
れ
た
粉
雪
が
職
る
事
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
叉
さ
う
で
な
く
て
、
此
れ
が
多
少
其
の
斜
而
の
不
等
薪
な
り
に
雪
に
徹
は
れ
て
居
る
時
で
も
、
霧

の
時
、
叉
は
二
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
新
雪
が
稜
っ
て
居
る
時
に
は
其
の
唯
一
の
識
別
黙
な
る
特
別
な
色
合
を
蔽
ひ
臓
し
て
し
ま
ふ
か
ら
同
様

吋

,甲両

ユ
ネ
ー
シ
ヒ
ト
に
就
て
記
す
る
主
要
部
分
で
は
あ
る
が
、
此
の
説
明

だ
け
で
は
甚
だ
不
充
分
で
あ
る
の
で
、
錐
者
は
更
に
ク
ラ
ー
ン
シ
ュ

テ
ッ
フ
ニ
ル
の
記
述
を
以
っ
て
補
ひ
た
い
。
バ
ゥ
ル
ヶ
の
説
明
で
は
唯

だ
シ
ュ
ネ
ー
シ
ル
ト
は
局
部
的
の
現
象
で
、
其
故
亦
一
而
危
険
で
あ

り
と
し
て
、
其
の
起
り
易
い
斜
面
を
説
明
し
た
の
で
あ
る
が
、
ク
ラ

ー
ン
シ
ュ
テ
ッ
フ
ェ
ル
は
更
に
、
其
れ
に
加
へ
て
、
如
何
に
し
て
シ
ュ
ネ

ー
シ
ル
ト
が
起
る
か
を
説
明
し
て
居
る
。
即
ち
彼
れ
は
記
す
る
に
「

バ
ウ
ル
ヶ
の
名
付
け
た
シ
ュ
ネ
ー
シ
ル
ト
を
シ
ュ
ネ
ー
ブ
レ
ッ
卜
と
混

ｴ4８1０



■

斯
る
個
所
の
装
見
は
困
難
で
あ
る
。
風
向
が
愛
じ
た
時
に
は
此
の
個
所
を
敵
ふ
雲
而
は
其
の
表
而
だ
け
は
多
少
張
り
出
し
た
側
味
淀
有
す
る
ク

ラ
ス
ト
に
な
る
。
其
れ
は
丁
度
楯
の
表
而
の
や
う
で
あ
る
。
シ
ュ
ネ
ー
シ
ル
ト
（
雲
栃
）
の
名
は
此
虚
よ
り
起
る
。
併
し
勿
論
此
の
楯
の
内
部
に

は
サ
ラ
サ
ラ
と
し
た
粉
雪
が
詰
っ
て
居
る
。
其
れ
故
若
し
第
一
間
の
×
鮎
（
最
も
危
険
な
る
雲
而
撹
乱
個
所
）
に
於
て
表
屑
の
ク
ラ
ス
ト
が
ス

キ
ｉ
の
シ
ュ
プ
ー
ル
に
依
っ
て
破
ら
る
上
な
ら
ば
、
恰
も
砂
の
詰
っ
た
袋
の
ロ
を
下
方
に
向
け
て
開
い
た
如
く
に
、
内
部
の
粉
雪
は
流
れ
出
で

同
時
に
其
の
動
揺
で
表
而
の
ク
ラ
ス
ト
も
淵
落
し
て
，
所
詔
シ
ュ
ネ
ー
シ
ヒ
ト
な
る
雪
崩
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
」
（
儲
畠
冒
愚
§
》
隆
昌
冒
呂
の
壷

ｇ
国
鳥
。
、
局
．
旨
）
以
上
バ
ウ
ル
ヶ
、
ク
ラ
ー
ン
シ
賢
一
プ
ッ
フ
ェ
ル
雨
氏
の
説
明
す
る
所
に
依
る
と
全
く
シ
ニ
ネ
ー
シ
ヒ
ト
陰
シ
ュ
ネ
ー
ブ
レ
ッ
卜

と
同
一
性
質
の
も
の
で
、
唯
だ
其
の
惹
起
す
る
個
所
が
特
別
で
あ
る
と
云
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
此
の
事
は
バ
ゥ
ル
ク
自
身
も
同
説
明
中
に
記
し
て

認
め
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
其
故
或
る
研
究
者
は
斯
ろ
細
目
に
亘
る
畷
別
を
認
め
て
居
ぬ
。
例
へ
ば
マ
ル
セ
ル
・
ク
ル
ッ
ッ
は
其
の
著
怪
言
目

曽
の
］
身
ｇ
邑
の
》
旨
、
胃
胃
言
鼠
］
綴
と
鷺
、
．
（
］
謁
罰
）
に
於
け
る
雪
崩
に
淵
す
る
像
下
に
於
て
、
「
或
る
研
究
者
は
の
こ
目
の
＄
ｇ
旨
（
臨
○
艮
岸
の
）

と
、
。
旨
８
言
昌
と
の
間
に
一
つ
の
臨
別
を
作
っ
た
が
、
然
し
疫
際
に
は
此
の
隔
別
は
存
在
せ
ぬ
。
ゴ
ン
フ
ル
は
軍
に
プ
ラ
ン
シ
ュ
・
ド
ゥ
。
ネ
ー

ジ
ュ
が
多
少
凹
形
な
る
斜
面
の
個
所
に
起
る
と
云
ふ
特
別
な
る
場
合
に
過
ぎ
ぬ
。
然
も
其
れ
は
可
成
り
稀
れ
な
も
の
で
あ
る
。
此
の
ゴ
ン
フ
ル

は
風
陰
側
に
生
じ
、
シ
ユ
ネ
ー
ブ
レ
ッ
ト
は
風
向
側
に
惹
起
す
る
と
言
は
れ
て
居
る
が
、
然
し
風
向
は
一
日
の
中
で
も
他
の
方
向
へ
鍵
す
る
。
吹

雪
の
間
中
風
に
依
っ
て
雲
を
蓄
積
さ
れ
た
斜
噸
も
天
候
が
良
く
な
る
や
否
や
北
風
の
た
め
に
雪
は
擬
は
れ
て
し
ま
ふ
。
プ
ラ
ン
シ
ュ
・
ド
ゥ
。
ネ
ー

ジ
ュ
は
日
光
と
風
の
結
合
さ
れ
た
作
用
の
下
に
於
て
は
最
早
形
成
さ
れ
ぬ
。
」
（
旨
１
．
句
．
】
ｇ
・
脚
註
）

シ
ュ
ネ
ー
ア
レ
ッ
卜
シ
ュ
ネ
ー
プ
レ
ッ
卜
な
る
名
稲
は
初
め
一
部
で
は
雪
庇
（
葺
昏
富
）
に
謝
す
る
方
言
こ
し
て
用
ひ
ら
れ
て
居
る
も

の
を
パ
ウ
ル
ケ
が
如
上
の
限
定
せ
ら
れ
た
意
味
の
下
に
駿
初
に
使
っ
た
の
で
あ
る
。
其
後
此
の
名
稲
は
大
陸
の
諸
雪
崩
研
究
者
の
用
ひ
ろ
所
と

な
っ
て
今
日
で
は
動
か
す
事
の
出
来
ぬ
専
問
語
と
な
っ
て
居
る
。
然
し
乍
ら
未
だ
二
三
著
者
は
此
の
語
を
誤
用
し
、
不
噛
に
用
ひ
て
居
る
と
バ

ウ
ル
ケ
は
記
し
て
居
る
。
前
掲
せ
る
如
く
大
陸
の
猫
乙
語
の
諸
文
献
中
に
は
皆
此
の
語
を
使
用
し
て
居
る
。
此
れ
と
同
じ
雪
崩
淀
又
桃
爾
西
語

に
直
課
し
て
マ
ル
セ
ル
・
ク
ル
ッ
ッ
は
弓
冒
巨
〕
の
号
冒
唱
と
ク
ラ
ー
ン
シ
ュ
ー
プ
ッ
フ
ェ
ル
は
国
菖
ｇ
号
旨
の
侭
。
と
詔
ふ
語
を
刑
ひ
て
届
る
。
英

●９

瓜
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BⅦ

註
。
蕊
高
行
錐
四
年
一
四
○
瓦
に
犯
し
あ
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
レ
ッ
ト
ヲ
ピ
ー
ネ
な
ろ
語
は
全
然
誤
り
で
あ
る
。
斯
ろ
名
郡
は
な
い
蔀
を
此
庭
に
訂
正
す
る
。

板
状
雪
崩
に
淵
し
て
は
ア
ー
ノ
ル
ド
。
ラ
ン
の
記
述
は
明
快
に
し
て
現
在
に
於
て
は
殆
ん
ど
除
覗
な
き
も
の
で
あ
る
。
パ
ゥ
ル
ヶ
は
少
し
ラ

ン
に
比
し
て
は
足
ら
ぬ
所
が
あ
る
。
他
の
諸
著
者
は
皆
多
少
此
の
両
者
の
記
述
の
影
響
を
受
け
、
叉
其
れ
以
上
に
は
出
で
ぬ
。
ル
ー
ト
ゲ
ル
ス

は
簡
瞭
で
あ
り
、
ク
ル
ッ
ッ
は
ラ
ン
の
桃
蘭
西
諜
で
あ
る
し
、
ク
ラ
ー
ン
シ
ュ
テ
ッ
フ
ニ
ル
は
バ
ウ
ル
ヶ
の
要
旨
を
僻
へ
ろ
も
の
、
タ
ウ
ェ
ル
ン
は

甚
だ
師
班
で
殆
ん
ど
築
け
る
の
必
要
も
な
い
位
で
あ
る
。
典
故
笠
者
は
此
庭
に
ラ
ン
の
記
述
（
登
高
行
蛎
四
年
諜
芯
花
基
礎
と
し
て
多
少
の
異

っ
た
黙
、
戒
ひ
は
足
ら
ざ
る
黙
を
バ
ウ
ル
ケ
其
他
に
依
っ
て
補
辻
し
て
、
此
の
種
の
雪
崩
の
説
明
を
篤
さ
ん
と
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。
成
る
べ
く
説

明
を
明
ら
か
に
す
る
矯
め
に
、
順
を
迫
ふ
て
簡
傑
と
す
る
事
に
し
た
。
９
リ
ッ
ッ
・
ル
ー
ト
ゲ
ル
ス
の
記
述
法
の
例
に
倣
っ
て
〕
そ
し
て
成
る
べ
く

雷
例
猪
附
せ
ら
る
上
も
の
は
其
の
例
を
採
る
に
務
め
た
。

ｌ
窪
気
暇
し
く
，
風
強
く
、
日
光
の
照
射
弱
き
時
期
即
ち
冬
季
に
殆
ん
ど
大
部
分
惹
起
す
る
ｏ

２
太
陽
の
照
射
力
が
風
に
依
っ
て
形
成
せ
ら
れ
た
所
謂
ウ
イ
ン
ド
ク
ラ
ス
ト
瀞
融
解
せ
し
め
る
が
如
き
時
期
に
は
惹
起
せ
ぬ
。

釘
故
に
冬
季
に
於
け
る
高
山
頂
近
く
の
斜
而
に
悲
る
。
呆
邦
に
於
け
る
該
雪
崩
の
蛮
例
は
塊
在
の
所
縦
考
友
人
雑
の
大
正
十
五
年
一
月
別
山
乗
越
剣

零
崩
を
川
ひ
た
の
で
あ
っ
た
。
（
註
〕

餌
で
は
恐
ら
く
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ラ
ン
が
旨
。
冒
冒
営
厚
誉
（
旨
ｇ
）
に
害
稿
せ
る
旨
○
冒
雪
旨
の
①
号
晦
・
ロ
、
嵐
中
に
於
て
皆
。
君
爵
一
）
ぬ
な
る
語

を
用
ひ
た
の
が
始
め
て
で
あ
ら
う
。
彼
れ
も
叉
バ
ウ
ル
ク
の
、
。
旨
の
の
胃
の
罫
を
直
課
し
た
の
で
あ
ら
う
。
筒
彼
れ
は
此
の
他
に
司
冒
爵
］
号
と

も
叉
四
号
‐
爵
己
自
。
］
］
の
と
も
記
し
て
居
る
。
最
近
に
於
て
ブ
ラ
ウ
ン
、
ア
ン
ナ
両
氏
が
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
綾
表
し
た
稲
中
に
は
、
喜
‐

鐸
色
目
。
］
〕
。
と
記
さ
れ
て
あ
つ
・
た
が
、
恐
ら
く
英
語
で
さ
う
呼
ぶ
の
が
登
凹
者
間
に
は
一
般
的
と
協
っ
て
居
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
は
れ
る

此
の
他
除
り
文
献
は
参
読
せ
ぬ
か
ら
現
在
は
知
ら
ぬ
。
筆
者
は
此
れ
を
主
と
し
て
板
状
雪
崩
な
る
生
硬
な
る
意
課
名
を
使
用
し
て
来
た
の
は
、

唯
だ
ラ
ン
の
巴
ｇ
‐
員
農
園
ｇ
ｏ
に
基
い
て
居
る
の
で
あ
る
。
叉
雲
板
と
云
ふ
、
。
］
旨
の
の
百
．
呉
の
詳
名
も
記
し
た
事
が
あ
る
が
、
雲
板
よ
り
雪
崩

の
方
が
一
見
其
の
雪
崩
を
想
像
す
る
に
も
便
な
る
の
ざ
、
他
の
雪
崩
名
の
総
べ
て
「
１
１
雪
崩
」
と
云
ふ
の
と
勤
稲
的
に
す
る
考
へ
よ
り
板
欣

５

面

I畷 ｴ5ｏ



前
鵬
ク
ル
ッ
ッ
の
脚
註
参
照
〕

８
版
歌
雪
崩
の
惹
起
す
る
原
因

６
板
紙
零
崩
は
此
の
ウ
ィ
ン
ド
ボ
ー
ド
の
斜
面
に
登
山
者
が
ス
キ
ー
痕
を
印
す
る
に
於
て
悲
起
す
る
。
自
然
的
に
此
の
雪
崩
は
惹
起
せ
ぬ
。

必
ず
人
煽
的
な
斜
而
に
封
す
る
撹
乱
を
像
件
さ
す
る
。

７
－
音
を
謹
す
る
事
が
多
い
。
（
テ
ル
モ
ス
の
中
に
入
れ
飛
液
体
の
振
り
動
か
さ
れ
て
菱
す
る
雷
に
酷
似
せ
り
と
。
芦
雌
寺
の
佐
伯
施
識
の
言
に
擦
る
ｏ
然
し

叉
一
金
然
一
音
響
を
渡
せ
ざ
る
場
合
も
あ
る
Ｏ
プ
ー
ブ
ウ
ン
、
ア
ン
ナ
両
氏
の
繋
げ
れ
る
蛮
例
Ｏ
）

瀧
測
似
斜
度
約
二
○
度
の
凹
形
斜
面
に
小
な
ろ
も
の
あ
り
犬
ろ
を
筆
需
は
知
る
の
み
○
大
変
通
涛
溌
の
口
供
に
擦
る
。
〕

４
主
と
し
て
凹
形
斜
面
に
惹
起
し
易
い
。
（
賀
例
は
主
と
し
て
凹
形
斜
面
の
甥
合
が
多
い
。
後
川
ブ
ラ
ウ
ン
、
ア
ン
ナ
両
氏
の
唆
例
参
照
〕

５
風
陰
側
に
形
成
せ
ら
れ
た
る
ウ
ィ
ン
ド
ボ
ー
ド
の
斜
而
に
多
い
。
風
向
側
、
風
陰
側
な
る
磁
別
の
変
際
上
碓
然
た
る
も
の
な
ら
ざ
る
郡
に
就
て
は

■
ｈ
可
〃
グー

表
而
の
硬
き
・
ワ
ィ
ン
ド
・
ク
ラ
ス
ト
が
其
の
下
層
の
雲
〔
風
に
て
蓮
ば
れ
し
粉
雪
〕
・
と
同
質
で
な
く
、
従
っ
て
上
下
の
一
一
屑
は
密
着
せ
ず
、

／
〃
０
０
、
、

且
叉
所
々
に
薄
き
空
隙
を
形
成
す
る
。

。
、
、
Ⅱ
‐
″
グー

ー
然
し
て
風
に
蓮
ば
れ
来
た
る
雲
も
又
其
れ
以
前
に
在
る
下
層
雲
一
こ
は
密
度
を
異
に
す
る
鴬
め
に
下
層
雲
・
と
判
然
・
と
し
た
屑
を
爵
す
。

〃
”
０
日
、
、

（
異
つ
れ
誘
度
を
布
す
る
雲
府
を
同
一
性
賀
と
な
す
鰯
め
に
は
温
度
の
氷
鋤
僅
か
以
上
に
上
係
す
る
恋
要
す
る
が
、
冬
季
に
は
斯
ろ
無
淑
上
昇
は
稀
有

で
あ
る
故
以
上
の
雨
府
間
の
密
着
は
多
く
の
甥
合
望
ま
れ
ぬ
Ｏ
此
れ
冬
季
間
に
於
け
る
一
特
徴
で
あ
る
Ｏ
）

蛤
、
１
０
″
グ

ー
一
一
表
面
の
ゥ
三
・
句
ン
ド
ボ
ー
．
ド
さ
下
層
雲
而
間
に
鞭
き
室
隙
を
生
ず
る
理
由
。
表
層
ク
ラ
ス
ト
・
と
下
層
粉
雪
電
と
は
性
質
を
異
に
す
る
ｏ
従
つ

〆
″
Ｉ
。
、
、

て
気
温
の
愛
化
に
依
っ
て
起
る
膨
脹
牧
縮
に
依
る
張
力
は
密
度
、
性
愛
を
異
に
す
る
雲
層
に
夫
々
異
な
り
た
る
影
響
を
典
ふ
ｏ
即
ち
表

屑
‐
ク
ラ
ス
ト
は
明
ら
か
に
下
府
粉
雪
よ
・
り
も
多
く
収
縮
し
、
．
其
れ
が
鰯
め
凹
形
斜
而
に
於
て
は
下
層
雲
一
こ
の
間
に
薄
き
空
隙
が
生
ず
。

（
後
出
プ
ラ
・
リ
ン
、
、
ア
ン
ナ
両
氏
の
自
習
臼
目
昏
の
。
ご
参
照
Ｏ
）

、

、

８

’

〃

〃阿
下
屑
・
と
は
密
著
せ
ず
、
然
も
加
之
に
所
々
に
空
隙
淀
有
し
て
恰
も
浮
き
上
・
り
て
、
極
く
僅
か
の
部
分
に
て
辛
う
じ
て
支
へ
ら
れ
っ
‐
、
一
斜

今
〃
８
０
殖
、

堅
一
）

⑲
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１
Ｊ一

一
如
何
な
る
燕
柵
の
場
合
に
も
雪
崩
ろ
ｋ
篇
め
に
春
騨
崩
の
如
く
気
淵
の
測
定
に
依
っ
て
大
鵬
を
藤
知
し
得
ざ
る
事
。

加
板
献
啄
崩
の
諜
知
判
断
の
困
難
。

而
を
砿
ふ
て
居
る
ウ
ィ
ン
ド
ク
ラ
ス
ト
の
前
述
の
如
き
状
態
に
封
し
て
，
登
山
者
の
体
重
、
歩
行
横
断
の
際
の
斜
而
に
封
す
る
鰻
動
、

シ
ュ
プ
ー
ル
に
依
る
ク
ラ
ス
ト
の
切
断
等
が
加
へ
ら
れ
る
や
否
や
該
ク
ラ
ス
卜
而
に
縦
に
総
裂
〔
主
と
し
て
シ
ュ
プ
ー
ル
の
印
し
龍
縦
線
を

延
長
し
て
）
を
生
じ
、
頭
上
の
全
斜
面
が
其
侭
一
枚
の
厚
き
板
の
上
に
滑
落
す
る
。
極
時
に
し
て
同
板
歌
は
細
片
せ
ら
る
上
も
其
の
・
一

片
は
迦
常
二
沢
卒
方
位
ひ
の
大
き
さ
の
も
の
で
あ
る
。

９
－
，
中
で
惹
起
し
易
き
時
間
。
斜
而
が
直
前
迄
は
日
光
の
照
射
を
茨
っ
て
居
た
が
現
在
で
は
陰
影
下
と
な
っ
て
居
る
時
。
或
ひ
は
斜
面
が

筒
ほ
日
光
の
照
射
溌
蒙
つ
て
は
居
る
が
次
第
に
其
れ
が
斜
光
線
と
成
り
行
き
つ
上
あ
る
時
。
農
田
ブ
ラ
ウ
ン
、
ア
ン
ナ
雨
氏
の
礎
例
参
照
）

くＪ

リ
ヅ
ブ
ル
マ
ー
ク

ー
ー
ウ
イ
ン
ド
ポ
ー
ド
を
識
別
す
る
事
（
迦
常
斑
黙
が
あ
り
、
粒
状
を
成
し
、
叉
多
く
の
甥
合
風
力
作
刑
の
加
ば
り
淀
ろ
事
を
一
示
す
漣
痕
あ
り
。
登
高

く
行
雄
四
年
一
六
五
頁
に
届
眉
巨
①
日
畠
肉
を
波
浪
と
課
せ
し
は
識
り
に
て
畢
術
語
と
し
て
漣
艇
な
ろ
語
の
厳
存
す
る
海
知
り
能
れ
ぱ
此
庭
に
訂
正
す
。
〕

ｊ一
一
一
然
し
最
も
確
質
な
ろ
は
度
々
雲
肘
を
探
査
す
る
事
で
あ
る
。
即
ち
若
し
板
状
雪
崩
の
疑
問
あ
り
し
場
合
に
は
ス
キ
ー
杖
或
ひ
ば
ア
イ
ス

く

ア
ッ
ク
ス
の
柄
を
以
て
雰
府
を
突
き
刺
し
、
零
が
下
府
迄
同
一
変
の
も
の
で
あ
る
か
、
叉
は
下
層
の
軟
粉
雲
上
に
止
ま
り
居
る
か
を
知

る
事
。
勿
論
後
考
の
場
合
は
危
険
で
あ
る
。
若
し
危
険
な
斜
而
の
縁
遜
に
於
て
ス
キ
ー
を
躯
く
踏
み
付
け
た
時
、
雲
の
締
ら
音
が
し
て

紺
い
て
ウ
イ
ン
ド
ボ
ー
ド
の
破
片
が
落
下
す
る
如
き
襲
合
は
、
該
ク
ラ
ス
ト
が
下
層
間
と
に
薄
き
空
隙
を
有
し
て
不
安
定
に
該
斜
而
に

懸
り
居
る
事
老
知
れ
。

ｊ一
凹
歌
の
急
斜
而
を
注
意
す
る
誰

、
ノ一

硬
く
、
如
何
に
も
安
全
確
愛
ら
し
き
表
而
を
有
す
る
事
。

ｒ
、く

皿
板
状
騨
崩
の
判
断
法
。

パ
ウ
ル
ケ
Ｏ
〕

．

〔
時
と
し
て
は
ス
キ
ー
に
て
は
通
過
川
来
ざ
る
程
骸
表
面
の
堅
硬
な
ろ
頚
あ
り
と
。

6凸
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皿
筒
ほ
以
上
の
他
他
の
雪
崩
の
場
合
と
異
な
り
て
、
板
欣
雪
崩
は
客
観
的
事
情
の
下
に
は
決
し
て
惹
起
せ
ぬ
も
の
故
、
全
然
主
観
的
事
情
に
鰯

注
意
す
る
事
。

祇
面
の
都
合
上
全
部
載
せ
る
こ
と
が
出
来
ず
半
分
し
か
職
せ
る
こ
と
の
出
来
な
か
つ
末
こ
と
な
お
許
し
下
さ
い
。

引
綾
き
此
縮
の
絞
稲
は
来
月
雛
の
紙
而
を
姉
ら
し
て
頂
き
ま
す
。
（
編
職
）

Ｐ

畦

ｴ５３－

鵡
板
歌
雪
崩
に
通
過
せ
し
場
合
の
腿
置
に
開
し
て
は
後
出
ブ
ラ
ウ
ン
、
ア
ン
ナ
雨
氏
の
賛
例
経
鹸
を
参
照
。

以
上
を
以
て
板
状
雪
崩
に
閲
し
て
の
其
の
特
徴
を
可
能
的
筒
像
に
し
て
述
べ
た
る
も
の
な
る
が
、
澗
々
理
論
的
に
亘
る
部
分
は
省
略
叉
は
儲

略
し
た
。
以
下
屡
々
前
出
せ
る
ブ
ラ
ウ
ン
及
び
ア
ン
ナ
南
氏
の
記
せ
し
武
例
記
載
に
務
ら
う
。
（
此
穂
未
完
）



f

q凸

「
札
幌
岳
」
な
る
宅
稚
は
古
い
時
代
に
は
，
此
れ
を
現
今
の
藻
岩
山

糊

札

幌
岳

幌
岳
電
溌
苦
岩
山

ば
し
が
き

弦
に
此
等
二
つ
の
山
に
就
い
て
記
す
事
と
し
た
が
特
に
雨
者
を
来

け
た
の
に
は
何
等
其
間
に
開
係
も
な
け
れ
ば
比
較
と
云
ふ
様
な
意
味

合
ひ
の
も
の
で
も
な
い
。
唯
だ
此
等
の
山
に
就
い
て
は
未
だ
簡
軍
な

記
録
す
ら
な
い
様
に
忍
は
れ
る
の
で
山
中
を
歩
み
つ
折
に
鯛
れ
ノ
ー

ト
し
た
事
柄
や
、
メ
モ
を
繰
っ
て
思
ひ
出
し
た
事
等
を
集
め
て
其
れ

を
列
畢
し
や
う
と
企
て
た
の
で
あ
る
。
然
し
此
等
の
山
の
柿
物
等
に

就
い
て
は
特
に
畢
術
的
に
槻
察
し
た
と
云
ふ
の
で
は
無
論
な
い
が
若

し
も
幾
分
た
り
と
も
今
後
研
究
な
さ
れ
る
其
遁
の
方
倉
の
参
考
に
と

思
ひ
な
が
ら
嘗
て
は
蒐
め
た
事
も
あ
り
胎
葉
標
本
な
ど
を
も
見
て
追

想
し
つ
上
書
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

画

（
五
三
○
、
九
米
）
を
指
し
た
と
云
ふ
。
（
弦
に
注
意
し
て
註
く
が

藻
岩
山
は
ア
イ
ヌ
に
依
り
「
イ
ン
カ
ル
シ
ュ
ペ
」
と
古
来
呼
瀧
せ
ら

れ
瀧
岩
山
は
現
今
の
園
山
（
一
一
二
六
、
三
米
）
を
指
し
た
と
の
事
で

あ
る
）
然
し
自
分
は
本
稿
で
此
等
の
事
項
を
深
く
追
求
す
る
者
で
な

い
か
ら
略
す
事
と
す
る
。

冬
の
札
幌
岳
に
就
い
て
は
岡
村
源
太
郎
謡
が
既
に
雑
誌
「
山
と
ス

キ
ー
」
第
三
年
誌
上
で
「
雲
の
札
幌
岳
連
山
」
と
題
し
て
詳
細
な
る

記
事
を
載
せ
ら
れ
て
居
る
か
ら
参
の
登
山
な
ら
ば
氏
の
紀
行
文
を
参

照
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
先
づ
間
違
ひ
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
自
分
は
未
だ

多
の
登
山
は
一
度
も
試
み
て
居
ら
ぬ
し
、
叉
春
二
回
、
夏
三
回
、
秋

二
回
の
其
れ
も
全
く
飛
脚
的
の
貧
弱
な
登
山
経
験
か
ら
此
の
山
を
論

す
る
と
云
ふ
事
は
其
れ
が
概
略
に
過
ぎ
な
い
に
し
て
も
或
は
借
越
か

も
知
れ
な
い
。
然
か
も
自
分
等
は
全
く
盤
の
灘
方
面
か
ら
の
み
入
つ

平
塚
直
秀

１６ x5４
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画

Ｆ

頂
上
よ
り
略
々
西
北
に
向
っ
て
大
爺
洲
の
下
流
で
合
す
る
冷
水
瀧
の

四
つ
で
あ
る
。
最
も
私
達
の
登
川
で
利
用
す
る
の
は
盤
の
津
で
あ
る

が
他
の
冷
水
灘
、
狭
諏
潔
も
亦
登
降
可
能
で
あ
る
。

（
陸
軍
参
謀
本
部
陸
地
測
並
部
五
万
分
一
地
脇
『
定
山
渓
」
「
石

山
」
参
照
）Ｂ

登
路

夏
期
に
於
け
る
登
路
は
前
記
の
盤
の
灘
を
探
る
の
が
最
も
至
便
で

あ
る
。前

日
の
夕
方
午
後
五
時
二
十
五
分
豊
牢
騨
溌
の
定
山
渓
鋤
道
に
依

っ
て
（
若
し
キ
ャ
ン
プ
を
試
み
ん
と
せ
ば
午
後
十
二
時
五
十
分
豊
平

騨
溌
に
て
行
く
方
が
よ
ろ
し
い
）
簾
舞
騨
に
下
車
、
定
山
溌
街
迩
を

定
山
渓
の
方
向
に
約
三
粁
進
み
、
南
西
に
逆
ず
る
逆
を
辿
っ
て
約
四

粁
に
し
て
盤
の
灘
に
架
し
た
る
橘
に
雛
す
る
。
簾
舞
畔
の
次
騨
瀧
の

灘
に
下
車
し
瀧
の
灘
に
浴
ひ
て
南
し
前
記
の
地
熱
に
達
す
る
事
も
出

来
ろ
。
此
の
方
が
か
へ
つ
て
時
間
の
経
済
に
な
る
様
だ
。
然
し
草
鮭

米
、
味
噌
其
の
他
の
食
料
品
は
瀧
の
淫
で
は
得
ら
れ
ぬ
か
ら
此
の
鮎

は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

橋
の
た
も
と
に
親
切
な
土
田
と
云
ふ
農
家
が
あ
る
か
ら
先
づ
大
抵

な
ら
此
庭
に
泊
め
て
貰
っ
て
翌
朝
七
時
頃
出
誰
し
登
山
す
れ
ば
通
く
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た
の
で
あ
る
か
ら
，
植
物
等
記
し
た
に
し
て
も
其
の
一
部
に
過
ぎ
ぬ

の
で
あ
る
。

Ａ
位
置
と
地
形

豊
平
停
車
場
附
近
か
ら
磯
本
川
上
流
南
方
を
望
む
と
き
遥
か
に
見

え
る
一
群
の
山
は
札
幌
、
室
沼
の
連
山
で
あ
る
。
札
幌
岳
は
其
の
連

旧
中
媛
も
商
く
且
「
へ
」
の
字
型
の
山
型
で
明
か
に
其
れ
『
』
知
る
事

が
出
来
る
だ
ら
う
。
六
月
下
旬
頃
ま
で
は
頂
上
附
近
の
渓
間
の
残
雪

が
未
だ
は
っ
き
り
見
え
る
。

室
沼
岳
か
ら
北
西
に
向
っ
て
走
る
尾
根
は
一
一
○
○
米
内
外
の
商

度
を
保
ち
つ
奥
虚
淘
に
小
隆
起
を
な
し
て
長
く
延
び
札
幌
岳
に
及
ん

で
北
は
な
だ
ら
か
に
西
は
可
成
り
近
く
共
に
蝶
平
川
に
辿
っ
て
居
る

殊
に
西
側
は
豊
平
川
上
流
の
急
流
を
隔
て
上
ム
ィ
ネ
シ
リ
、
キ
モ
ベ

ッ
岳
の
連
川
に
祁
封
し
頂
上
の
殆
ん
ど
填
南
に
向
っ
て
狭
諏
灘
を
挟

ん
で
狭
薄
山
（
一
二
九
七
米
）
が
饗
え
て
居
る
。

札
幌
岳
に
源
を
褒
す
る
谷
は
総
べ
て
北
部
両
部
の
二
方
面
に
開
け

豊
本
川
に
注
ぐ
の
で
あ
る
が
就
中
大
な
る
も
の
は
、
北
方
に
向
っ
て

観
昔
岩
山
の
下
で
豊
平
川
に
直
角
に
合
し
て
居
る
盤
の
淫
及
び
其
れ

に
殆
ど
平
行
し
て
居
る
瀧
の
灘
、
南
斜
而
に
源
を
愛
し
狭
薄
山
と
の

間
に
西
に
向
っ
て
流
れ
て
同
じ
く
豊
卒
川
上
流
に
注
ぐ
狭
薄
灘
及
び



ｰ

垣

登
っ
て
後
を
振
り
か
へ
れ
ば
後
方
に
九
四
七
米
な
る
「
尖
り
岩
」
を

見
る
事
が
出
来
る
。
登
る
に
従
ひ
其
の
「
尖
り
岩
」
は
す
ぐ
足
下
に

な
る
。
小
一
時
間
も
此
の
灘
を
登
れ
ば
津
も
切
れ
て
寝
瀧
と
な
っ
て

居
る
か
ら
此
虚
で
一
休
み
し
此
れ
を
蕊
ぢ
登
り
、
成
可
く
左
へ
折
れ

過
ぎ
ぬ
様
に
進
み
此
れ
か
ら
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ヶ
の
密
林
中
に
入
る
の
で

あ
る
。
此
の
際
齢
り
瑛
上
を
目
標
と
し
て
左
へ
か
ら
み
過
ぎ
る
と
頂

上
面
下
の
崖
に
出
る
か
ら
剛
心
す
べ
き
で
あ
る
。
”
ネ
マ
ガ
リ
を
二
十

分
間
も
漁
け
ば
尾
根
に
出
る
。
頂
上
は
其
れ
か
ら
直
ぐ
で
あ
る
。

線
路
諾
登
路
と
同
じ
く
盤
の
淫
を
探
る
な
ら
ば
頂
上
東
側
の
急
な

ス
ロ
ー
プ
を
降
り
て
盤
の
溌
右
股
に
下
る
の
が
最
も
安
全
な
且
つ
楽

な
コ
ー
ス
で
あ
る
。
頂
上
か
ら
は
少
し
踏
分
け
が
あ
る
し
、
上
部
に

は
ハ
ヒ
マ
ッ
も
あ
る
が
下
部
は
例
の
ネ
マ
ガ
リ
ば
か
り
で
あ
る
か
ら

下
る
に
は
急
だ
け
れ
ど
も
危
険
な
事
は
ぱ
い
。
頂
上
か
ら
二
○
○
米

内
外
で
エ
ゾ
ノ
ダ
ク
カ
ン
パ
が
敷
本
あ
る
が
其
の
最
も
太
い
の
に
山

刀
が
入
れ
て
あ
る
か
ら
其
の
あ
た
り
か
ら
北
に
向
っ
て
尾
根
に
直
角

に
ミ
ャ
マ
ハ
ン
ノ
キ
等
の
澗
葉
樹
林
の
下
を
く
贋
っ
て
夏
直
に
降
る

の
で
あ
る
。
此
の
謎
は
下
草
と
し
て
も
比
較
的
ひ
ど
く
も
な
い
。
し

ば
ら
く
下
る
と
右
股
溌
に
楽
に
出
ら
れ
る
。
即
ち
頭
上
下
の
崖
を
迂

回
し
た
事
に
な
る
。
鞍
部
の
ネ
マ
ガ
リ
を
漕
ぎ
分
け
な
が
ら
尾
根
を
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も
脹
午
に
は
頭
上
に
達
し
、
午
後
三
時
に
は
下
山
し
得
ろ
。

若
し
も
艇
家
に
泊
ら
ぬ
と
せ
ば
此
れ
か
ら
灘
に
入
り
帝
室
林
野
局

で
開
い
た
小
径
が
左
岸
に
あ
る
か
ら
其
れ
を
辿
り
一
時
間
ば
か
り
進

む
と
小
径
の
終
黙
に
達
す
る
。
此
の
附
近
で
幕
醤
す
る
と
い
よ
。
此

の
地
紬
か
ら
は
筏
も
な
い
か
ら
専
ら
灘
に
沼
ひ
左
岸
に
出
た
り
右
岸

葱
辿
っ
た
り
し
て
石
博
ひ
に
本
流
を
進
む
の
で
あ
る
。
一
水
も
墓
秋
の

候
は
降
雨
後
の
埼
水
で
も
な
け
れ
ば
比
較
的
少
い
か
ら
膝
を
没
す
る

程
の
徒
渉
は
蔵
い
。
小
径
の
終
紬
，
幕
管
地
か
ら
一
時
間
狼
で
二
股

に
出
る
か
ら
此
の
二
股
の
右
股
津
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
二
股

附
近
は
比
較
的
礎
い
冶
原
で
ヤ
ナ
ギ
の
類
が
多
い
。

右
股
羅
は
券
膳
融
雪
の
た
め
水
が
多
い
け
れ
ど
も
夏
秋
は
左
股
よ

り
も
水
並
が
薯
し
く
少
な
い
か
ら
注
意
を
要
す
る
。
無
論
左
股
を
進

め
ば
頂
上
東
部
の
鞍
部
に
は
出
ら
れ
る
が
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
が
霜
生
し

て
居
っ
て
頂
上
に
出
る
に
は
頗
る
群
し
い
の
で
あ
る
。

其
れ
で
右
股
瀧
を
取
る
事
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
瀧
を
漸
次
登
る

に
つ
れ
て
傾
斜
が
次
第
に
急
に
な
っ
て
来
る
。
六
月
下
旬
頃
ま
で
な

ら
ば
此
の
地
錨
に
最
も
大
き
な
残
雪
が
雪
渓
を
な
し
て
居
る
。
其
頃

遠
く
か
ら
札
幌
岳
を
望
ん
で
最
も
遅
く
ま
で
然
か
も
大
き
な
残
雪
と

し
て
頂
上
の
北
而
に
白
く
見
え
る
の
は
此
れ
で
あ
る
。
羅
を
次
第
に



が
最
早
や
す
つ
か
り
倒
れ
て
終
っ
て
居
る
。
頂
上
と
言
っ
て
も
顔
ろ

平
凡
で
あ
る
が
眺
望
は
非
常
に
よ
い
。
試
み
に
晴
天
の
日
望
み
得
る

連
山
を
列
畢
す
れ
ば
北
に
藻
岩
、
百
松
浬
、
モ
ン
バ
ー
、
手
稲
、
烏

順
子
、
天
狗
、
朝
里
、
白
井
、
余
市
、
西
に
長
尾
、
ム
ィ
ネ
シ
リ
、

喜
茂
別
等
の
通
山
と
遥
か
に
ニ
セ
コ
ァ
ン
、
蝦
夷
冨
士
、
昆
布
、
等

南
は
近
く
狭
灘
あ
り
、
漁
、
悪
庭
、
フ
ッ
プ
シ
、
揮
前
等
も
亦
指
呼

の
間
に
あ
り
、
束
は
尾
根
つ
賞
き
に
空
沼
岳
潅
兄
、
遥
か
に
夕
張
，

ア
シ
ベ
ッ
の
連
峰
を
も
望
み
得
る
。

Ｄ
随
物
に
就
い
て

盤
の
津
二
股
附
近
ま
で
ｌ
雨
岸
の
尾
根
の
上
は
針
葉
樹
、
ト
ザ
マ

ッ
、
エ
ゾ
マ
ツ
等
の
類
が
多
い
。
淫
に
沼
ふ
て
は
殆
ど
淵
葉
樹
林
で

種
々
の
樹
種
多
く
就
中
目
立
つ
も
の
は
、
ク
ャ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
サ
郭

シ
バ
、
ナ
ガ
バ
ャ
ナ
ギ
、
パ
ッ
コ
ャ
ナ
ギ
、
ミ
ヅ
キ
、
ニ
レ
聯
オ
ヒ

ョ
ウ
ダ
モ
、
カ
ッ
ラ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
イ
ク
ャ
ベ
ー
ー
ィ
ク
ャ
掴
セ
ン

ノ
キ
、
ヤ
チ
ダ
モ
、
キ
タ
コ
ブ
シ
、
赤
、
ノ
キ
獄
ヒ
ロ
ハ
ノ
キ
ハ
炎

等
で
針
葉
樹
と
し
て
は
虚
々
に
ト
や
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
イ
チ
井
等

を
見
受
け
た
。
倒
木
上
に
は
オ
シ
ャ
コ
シ
デ
ン
夕
、
ミ
ャ
マ
ノ
キ
シ

ノ
ブ
等
を
見
、
蕊
性
稲
物
と
し
て
は
ヅ
タ
ウ
ル
シ
、
ツ
ル
ァ
ヂ
サ
井

コ
ク
ワ
、
マ
タ
、
ピ
ー
ャ
マ
ブ
ダ
ウ
等
雛
木
と
し
て
目
に
止
つ
た

▲
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下
っ
て
左
股
に
出
る
人
も
あ
る
が
其
れ
は
悠
で
あ
る
。

順
路
を
愛
へ
て
冷
水
灘
ぞ
定
山
渓
に
下
る
場
合
も
あ
ら
が
此
の
コ

ー
ス
は
自
分
は
未
だ
踏
ん
だ
事
は
な
い
が
盤
の
溌
而
に
比
す
れ
ば
不

愉
快
で
可
成
り
菩
し
い
さ
う
だ
ｃ

ス
キ
ー
に
依
る
冬
期
の
喬
路
も
亦
盤
の
耀
を
薙
総
と
す
る
事
が
最

も
便
利
と
恩
ふ
。
盤
の
羅
と
瀧
の
瀧
と
の
間
に
挟
ま
れ
た
頂
上
に
綴

く
尾
根
を
ヂ
ッ
ク
ザ
ッ
ク
で
登
り
、
頂
上
に
達
し
、
下
り
は
冷
水
深

の
南
側
の
尾
根
を
探
っ
て
定
山
渓
に
抜
け
る
の
が
順
序
だ
ら
う
。
・

春
四
月
下
旬
、
自
分
は
二
度
と
も
盤
の
灘
土
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
に

泊
め
て
貰
っ
て
ス
キ
ー
で
灘
を
二
股
ま
で
行
き
（
途
中
ま
で
角
材
蓮

搬
の
馬
橋
蓮
が
あ
っ
た
）
右
股
灘
に
少
し
入
っ
て
向
っ
て
左
の
細
尾

根
に
取
つ
い
て
梁
に
頭
上
東
側
の
職
部
に
出
て
頂
上
に
達
す
る
事
が

出
来
た
。
然
し
鞍
部
に
出
る
と
こ
ろ
に
北
而
し
て
雪
庇
が
形
成
さ
れ

る
か
ら
礎
ろ
に
困
難
す
る
率
も
あ
る
が
登
れ
な
い
事
は
な
い
。
四
月

下
旬
頃
な
ら
ば
此
の
コ
ー
ス
の
方
が
良
い
だ
ら
う
と
思
っ
て
居
ろ
。

Ｏ
頂
上
に
立
ち
て

頂
上
に
は
陸
地
測
鐙
部
で
建
設
し
た
一
等
三
角
標
が
あ
る
。
標
商

一
二
九
三
、
八
米
。
六
年
程
以
前
に
初
め
て
登
っ
た
と
き
に
は
未
だ

同
測
裁
陰
が
測
裁
の
際
作
っ
た
大
き
な
樵
が
完
全
に
残
っ
て
居
っ
た



二
股
附
近
に
は
楊
柳
類
が
多
い
。
ナ
ガ
バ
ャ
ナ
ギ
、
キ
ヌ
ャ
ナ
ギ

バ
ッ
コ
ャ
ナ
ギ
等
で
あ
る
。

右
股
灘
’
１
灘
が
念
で
あ
る
し
常
に
岩
が
崩
れ
る
た
め
か
柿
物
は

除
り
多
く
な
い
。
然
し
雨
岸
に
は
種
々
な
柿
物
が
見
出
さ
れ
る
。
雨

岸
の
尾
根
は
上
部
約
一
○
○
○
米
位
ま
で
は
針
葉
樹
が
多
い
が
其
の

上
部
は
エ
ゾ
ノ
グ
ク
カ
ン
パ
の
可
成
り
太
い
の
が
疎
林
花
な
し
其
の

謎
か
ら
上
は
願
ろ
癖
な
丈
除
の
ネ
マ
ガ
リ
グ
ヶ
の
群
落
で
あ
患
。
雨

岸
の
流
木
中
に
は
ム
ラ
サ
キ
ャ
シ
ホ
ッ
、
ジ
、
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ッ
塁

ジ
等
も
可
成
り
多
く
、
側
月
下
旬
頃
に
な
る
と
衝
に
美
観
を
呈
す
。

シ
ラ
ネ
ア
フ
ヒ
、
サ
ン
カ
エ
フ
、
オ
ホ
ミ
ゾ
ホ
曇
ヅ
キ
、
ヤ
マ
プ
キ

シ
ョ
ウ
マ
、
エ
ゾ
フ
ス
マ
、
キ
リ
ン
サ
ウ
、
エ
ゾ
キ
ヌ
タ
サ
ウ
等
も

虚
炎
の
岩
の
上
や
間
隙
に
見
ら
れ
る
。

頂
上
附
近
ｌ
頂
上
に
立
ち
て
胆
悶
の
植
物
に
気
を
付
け
る
言
、

大
体
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
様
に
見
え
た
。
即
ち

一
、
西
南
に
渡
る
ハ
ヒ
マ
ッ
群

二
、
北
西
の
急
斜
而
一
譜
の
ミ
ャ
マ
ハ
ン
ノ
キ

三
、
東
南
空
淵
岳
の
方
に
引
く
尾
根
の
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ヶ

西
南
へ
拡
っ
て
居
る
ハ
ヒ
マ
ッ
は
可
成
り
の
而
蔽
を
占
め
て
標
福
約

一
二
○
○
米
内
外
ま
で
下
っ
て
届
為
。
北
而
の
念
斜
而
に
は
ミ
ャ
マ

X5８瓢

１
℃
の
に
は
ヒ
ロ
ハ
ッ
リ
バ
ナ
、
タ
ラ
ノ
キ
、
ム
シ
カ
リ
、
コ
マ
ガ
タ

ケ
ス
グ
リ
、
イ
ヌ
ガ
ャ
、
サ
ハ
ァ
ヂ
サ
井
，
ニ
ハ
ト
コ
、
ミ
ャ
マ
シ

キ
ミ
等
で
、
ネ
マ
ガ
リ
タ
ケ
の
族
生
せ
る
個
所
も
多
い
。
叉
大
型
の

草
本
と
し
て
、
オ
ホ
ィ
タ
ド
リ
、
フ
キ
、
オ
ホ
ョ
ブ
ス
マ
サ
ゥ
、
・
ハ

ン
ゴ
ン
サ
ウ
、
オ
ニ
シ
モ
ッ
ヶ
等
が
繁
茂
し
て
居
る
の
を
見
た
。
渓

流
に
浴
ひ
、
ダ
イ
モ
ン
ヂ
サ
ウ
、
ク
ロ
ク
モ
サ
ウ
、
フ
キ
ュ
キ
ノ
シ

タ
、
ヅ
ダ
ヤ
ク
シ
ユ
、
タ
チ
カ
メ
バ
サ
ウ
ｂ
ミ
ヤ
マ
タ
ニ
タ
デ
、
ナ

ッ
ュ
キ
サ
ウ
、
。
『
と
蚤
カ
ウ
モ
リ
、
エ
ゾ
リ
ウ
キ
ン
ク
ワ
、
エ
ゾ
キ
ン

バ
イ
サ
ウ
、
ツ
ル
ネ
コ
ノ
メ
等
あ
り
、
叉
南
岸
の
下
草
さ
し
て
は
春

日
な
ら
ば
、
ナ
ー
ー
ワ
ズ
、
エ
ン
レ
イ
サ
ウ
、
オ
ホ
バ
ナ
エ
ン
レ
ィ
サ

ウ
、
ク
ル
マ
バ
ッ
ク
バ
ネ
サ
ウ
、
シ
ラ
ネ
ア
フ
ヒ
、
タ
ニ
ギ
キ
ャ
ウ

エ
ゾ
リ
ウ
キ
ン
ク
ワ
、
．
Ｅ
ヤ
マ
カ
タ
バ
ミ
、
等
の
美
花
が
眼
に
つ

く
。
其
他
、
フ
ッ
キ
サ
ウ
、
エ
ゾ
ミ
ソ
カ
ハ
サ
ウ
、
マ
ル
バ
ヒ
レ
ァ

ザ
》
と
、
ヨ
ッ
バ
ヒ
ョ
ド
リ
、
オ
ホ
ウ
パ
ユ
リ
、
オ
ホ
バ
タ
ク
シ
マ
ラ

ン
、
ミ
ャ
マ
ナ
ル
コ
ユ
リ
、
オ
ホ
ア
マ
ド
コ
ロ
、
ウ
マ
ノ
ミ
ッ
バ
、

ヤ
ブ
ジ
ラ
ミ
、
エ
ゾ
ニ
ウ
、
オ
ホ
バ
ィ
ラ
ク
サ
、
ム
カ
ゴ
イ
ラ
ク

サ
、
キ
ン
ミ
ヅ
ヒ
キ
、
キ
ッ
リ
フ
ネ
、
エ
ゾ
イ
チ
ゴ
耐
オ
ニ
ノ
ャ
ガ

ラ
、
テ
ン
ナ
ン
セ
ウ
、
ク
ヂ
ャ
ク
シ
グ
、
エ
ゾ
メ
ン
マ
、
シ
モ
ク
シ

グ
等
を
見
た
。



札
幌
岳
の
北
方
約
一
○
粁
、
磯
平
川
の
左
岸
に
錐
ゆ
ろ
観
音
岩
山

は
迩
秘
五
剣
山
叉
七
制
山
と
も
呼
ば
れ
て
居
ろ
。
見
様
に
よ
っ
て
は

五
つ
の
柔
に
分
れ
て
居
る
と
も
七
つ
に
分
れ
て
居
る
と
も
云
ひ
得
る

か
ら
で
あ
ら
う
。
土
地
の
人
達
は
七
創
山
と
云
ふ
さ
う
だ
。
豊
平
川

に
而
し
て
絶
壁
を
な
し
頭
上
は
数
個
の
主
な
る
リ
ッ
ヂ
か
ら
成
り
，

最
も
商
き
は
略
中
央
の
標
禰
五
○
一
米
（
陸
地
測
簸
部
五
万
分
一
に

糠
る
）
で
あ
る
が
然
し
ま
部
か
ら
は
三
○
○
米
内
外
な
の
で
あ
る
。

登
路
は
最
も
安
全
に
し
て
容
易
な
の
は
定
山
没
鋤
逝
に
依
り
熊
舞
騨

に
下
車
し
班
平
川
に
架
け
た
る
橋
を
渡
り
左
岸
に
沼
ひ
て
定
山
渓
に

向
ひ
歩
く
事
約
五
粁
、
途
中
観
音
岩
山
を
望
み
つ
上
断
崖
の
下
の
道

を
通
り
行
け
ば
山
の
西
側
に
醤
ろ
砥
山
に
出
づ
。
此
の
遥
一
群
農
村

地
に
し
て
水
田
等
も
あ
る
。
・
此
の
地
で
定
山
渓
道
路
か
ら
折
れ
て
槻

普
岩
山
側
而
に
通
す
る
小
径
を
た
ど
り
田
畑
の
中
の
径
を
行
く
事
一

粁
ば
か
り
で
小
橋
に
出
ろ
。
更
に
橋
を
渡
り
傾
斜
而
の
畑
地
を
擬
切

っ
て
岩
山
の
背
部
の
深
の
入
口
に
達
し
、
其
虚
か
ら
灘
に
入
る
の
で

あ
る
。
然
る
時
は
灘
の
入
口
低
プ
ッ
シ
ュ
が
可
成
り
ひ
き
い
が
約
一

か
ら
歩
行
に
は
左
程
困
難
を
感
じ
な
い
。

観
言
岩
山

P
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ハ
ン
ノ
キ
が
頗
る
多
く
、
其
の
外
エ
ゾ
ノ
ダ
ク
ヵ
ン
（
、
ミ
ャ
マ
ナ

ナ
カ
マ
ド
ー
ラ
ガ
ラ
バ
ナ
等
も
あ
っ
て
ハ
ヒ
マ
ッ
は
殆
ど
見
受
け
な

い
。
叉
東
南
の
尾
根
は
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
の
密
生
地
で
ハ
ヒ
マ
ッ
は
頂

上
近
く
に
少
し
あ
る
の
み
で
一
二
○
○
米
内
外
か
ら
ヱ
ゾ
ノ
ダ
ク
カ

ン
パ
が
黙
々
と
し
て
存
在
し
、
叉
六
月
中
旬
頃
満
開
の
チ
シ
マ
ザ
ク

ラ
（
？
）
の
陵
生
の
も
の
が
特
に
目
立
っ
た
様
に
記
憶
す
る
。

頂
上
及
頂
上
の
南
西
に
拡
れ
る
ハ
ヒ
マ
ッ
林
中
に
兄
出
さ
る
坐
も

の
に
セ
ネ
カ
ヘ
デ
ー
ウ
コ
ン
ウ
ッ
ギ
、
イ
ヌ
ッ
ゲ
、
ツ
ル
ッ
ゲ
、
オ

ホ
タ
カ
ネ
バ
ラ
ー
ミ
ャ
マ
ホ
ッ
罰
ジ
、
コ
ャ
ウ
ラ
ク
ッ
、
ジ
、
オ
ネ

バ
ス
ノ
キ
、
キ
バ
ナ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
シ
ロ
バ
ナ
コ
メ
ッ
、
ジ
、
コ
ケ

モ
、
、
イ
ハ
ッ
、
ジ
、
ハ
ナ
ヒ
リ
ノ
キ
ー
ー
ヒ
メ
イ
チ
ゲ
、
と
ロ
ハ
ヒ

メ
ィ
チ
ゲ
、
オ
ャ
マ
リ
ン
ド
ウ
、
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
ハ
ヒ
オ
ト
ギ

リ
、
ウ
メ
バ
チ
サ
ウ
、
マ
ヒ
ヅ
ル
サ
ウ
、
ミ
ッ
バ
ワ
ウ
レ
ン
、
コ
ガ

ネ
ィ
チ
ゴ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
サ
ウ
、
ホ
ソ
バ
ト
ウ
グ
シ
バ
、
ア
ス
ヒ

カ
ヅ
ラ
，
ミ
ャ
マ
ヒ
カ
グ
ノ
カ
ヅ
ラ
、
マ
ン
ネ
ン
ス
ギ
、
其
他
数
種

の
禾
本
科
、
渉
草
科
等
で
北
而
の
崖
の
岩
上
に
ナ
カ
バ
ッ
ガ
ザ
ク
ラ

を
兄
出
し
た
事
も
あ
っ
た
。
左
股
潅
の
と
ま
り
や
、
頂
上
よ
り
東
南

に
延
び
て
居
る
尾
根
の
北
側
の
樹
林
中
に
は
フ
キ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト

サ
ル
メ
ン
ェ
ピ
ネ
、
ミ
ヅ
バ
セ
ウ
等
あ
り
．
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
が
少
い



寄
贈
園
害

ネ
パ
風
ノ
キ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
、
バ
ッ
コ
ャ
ナ
ギ
、
コ
エ
フ
ラ
ク
ッ
、

ジ
、
シ
ロ
パ
ナ
コ
メ
ッ
、
ジ
等
の
小
潅
木
㈱
エ
ゾ
ノ
ス
カ
シ
ユ
リ
、

キ
リ
ン
サ
ウ
、
チ
シ
マ
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
チ
シ
マ
ア
サ
ギ
リ
サ
ウ
、
ヤ

マ
ハ
ナ
サ
ウ
、
イ
ヌ
ョ
モ
ギ
鋼
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
サ
ウ
、
エ
ゾ
ノ
ハ
デ

ン
ダ
、
キ
バ
ナ
ノ
ヤ
ハ
マ
シ
バ
、
ミ
ヤ
マ
ラ
グ
マ
キ
、
コ
カ
ラ
マ
ッ

等
を
産
す
。

蝋
平
装
十
二
時
五
十
分
の
定
川
溌
行
き
の
汽
車
に
依
り
楽
な
竿
日

の
行
程
で
あ
る
。
都
曾
に
近
い
便
宜
な
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
除
り
多

く
の
人
達
に
も
知
ら
れ
て
居
ら
ぬ
故
か
、
不
愉
快
な
梁
書
や
ら
室
瓶

の
類
の
な
い
の
も
う
れ
し
く
感
じ
た
。
（
了
）

1Ｊ

岳

繊友

時
問
位
に
し
て
容
易
に
頂
上
五
○
一
米
に
逮
し
得
る
。
此
の
地
熱
よ

り
リ
ッ
ヂ
の
歯
わ
た
り
老
し
て
西
の
峯
頂
に
蕊
ぢ
の
ほ
る
事
は
左
程

難
事
で
は
な
い
が
、
一
度
背
側
へ
少
し
下
っ
て
登
る
と
き
は
顔
ろ
癖

易
に
目
的
を
達
す
る
事
が
出
来
や
う
。

叉
背
側
の
谷
か
ら
登
ら
す
に
棚
菅
岩
川
の
東
端
の
基
部
か
ら
少
し

く
急
斜
面
を
先
づ
支
峯
に
出
で
其
れ
よ
り
頂
上
に
向
ふ
躯
も
出
来
る

蚕
路
彰
此
れ
に
探
り
婦
路
を
背
側
の
難
に
擦
る
の
も
面
白
か
ら
う
。

岩
川
背
側
の
将
に
沼
ひ
其
の
糊
種
に
就
き
て
荘
恋
す
る
時
は
多
く

は
澗
葉
樹
に
し
て
、
イ
タ
ャ
、
ベ
ニ
ィ
タ
ャ
、
シ
ゥ
リ
、
シ
ナ
ノ
キ

オ
ホ
パ
ポ
ダ
イ
ジ
ュ
、
ミ
ヅ
キ
、
ナ
、
カ
マ
ド
、
オ
ー
ー
グ
ル
ミ
、
エ

ゾ
ノ
ダ
ク
カ
ン
パ
、
カ
ッ
ラ
、
オ
ヒ
ョ
ウ
ダ
モ
、
ケ
ャ
マ
ハ
ン
ノ
キ

等
。
樹
下
の
潅
木
と
し
て
は
ム
シ
ャ
リ
、
タ
ラ
ノ
キ
，
イ
ヌ
ガ
ャ
、

ツ
タ
ウ
ル
シ
等
で
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ク
も
甑
ろ
多
い
。
其
他
草
本
と
し
て

は
大
型
の
フ
キ
、
ハ
ン
ゴ
ン
サ
ゥ
、
オ
ホ
ィ
ク
ド
リ
の
類
の
外
、
エ

ン
レ
イ
サ
ウ
、
オ
ホ
バ
ナ
エ
ン
レ
イ
サ
ウ
、
ユ
キ
ザ
サ
、
ク
ル
マ
ュ

リ
耐
オ
ホ
ウ
バ
ュ
リ
、
ツ
ク
バ
ネ
サ
ウ
、
ク
ル
マ
バ
ッ
ク
バ
ネ
サ
ウ

ギ
ャ
ウ
ジ
ャ
ー
ー
ン
ー
ー
ク
、
シ
ラ
ネ
ア
フ
ヒ
聯
サ
ン
カ
エ
フ
、
ク
ル
マ

バ
サ
ウ
、
サ
ル
メ
ン
エ
ピ
ネ
、
コ
ク
イ
ラ
ン
、
サ
イ
ハ
ィ
ラ
ン
、
ル

イ
エ
フ
シ
ャ
ウ
マ
等
で
あ
る
。
上
部
に
は
、
オ
ホ
ク
ヵ
ネ
バ
ラ
、
ォ

第
二
十
一
溌

九
、
十
月
雛

日
木
岳
友
含

東
京
野
歩
路
含
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山
地
に
ス
ロ
ー
プ
を
求
め
て
は
滑
走
の
た
め
の
滑
走
、
ス
キ
ー
の
た

め
の
ス
キ
ー
を
享
楽
し
、
或
は
ス
キ
ー
を
用
ひ
る
蓋
山
の
み
が
行
は

れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
填
圃
の
如
き
巾
岳
地
方
に
護
達
し
た
り
リ

ェ
ン
フ
ェ
ル
ト
式
の
ス
キ
ー
術
の
み
が
存
在
し
た
盤
時
に
あ
っ
て
は

職
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
。
ノ
ー
ル
ウ
ェ
ー
式
の
ス
キ
ー
術
が
輸

入
さ
れ
て
競
技
室
し
て
の
ス
キ
ー
が
護
逢
し
た
の
は
、
づ
つ
と
後
の

こ
と
で
あ
る
。
た
と
へ
大
矢
先
悲
の
如
き
、
未
だ
競
技
と
し
て
の
ス
キ

ー
が
一
般
的
に
普
及
せ
ざ
る
勝
時
に
於
て
、
そ
れ
は
む
し
ろ
同
輩
の

冷
笑
的
軽
侮
に
廿
じ
て
、
ひ
と
り
山
に
入
り
シ
ャ
ン
ツ
ェ
を
設
け
、
大

い
な
る
苦
心
と
努
力
を
緬
け
て
、
優
秀
な
る
記
録
を
残
し
た
先
剛
者

も
稀
に
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
も
、
而
も
一
度
諾
幽
式
ス
キ
ー
術
が
輸

入
さ
れ
て
以
来
、
競
技
と
し
て
の
ス
キ
ー
は
忽
ち
著
し
い
護
達
を
途

今
年
も
は
や
ス
キ
ー
の
シ
ー
ズ
ン
が
近
づ
い
た
。
私
は
こ
上
で
、

考
に
於
て
我
礁
な
未
だ
技
術
に
於
て
拙
劣
な
一
小
誉
山
家
の
、
燕
萎

黛
に
謝
す
る
私
兇
を
述
べ
た
い
と
恩
ふ
。

燕
萎
黛
は
山
黛
、
畑
黛
に
封
す
る
名
稲
で
あ
る
。
そ
れ
は
北
大
の

速
中
の
間
に
い
ひ
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
私
達
は
な
が
く
こ
ん
な
言
葉

を
使
ひ
倣
れ
て
来
た
け
れ
ど
も
、
恐
ら
く
一
般
ス
キ
ー
界
に
は
通
じ

て
を
ら
な
い
こ
と
だ
一
こ
恩
ふ
。
少
く
と
も
山
黛
、
畑
黛
の
通
す
る
程

度
に
は
。

最
初
製
図
の
一
軍
人
に
依
て
、
ス
キ
ー
が
始
め
て
我
国
に
輪
入
さ

れ
た
欝
時
は
、
専
ら
軍
事
上
、
交
通
上
等
の
貸
用
的
方
面
を
目
的
と

し
て
寅
惇
さ
れ
た
様
だ
。
而
も
事
変
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
ス
キ

ー
が
降
感
に
な
っ
て
了
っ
た
け
れ
ど
も
。
そ
し
て
欝
初
は
、
全
く
，

燕
奏
薫
私
見 岨

一

伊
藤
秀
五

鄭

1６１ 2３



、

Ｆ

り

ツ
ク
ス
や
ピ
ン
デ
ウ
ン
グ
よ
り
ピ
ッ
ケ
ル
を
必
要
と
し
た
し
、
若
い

心
は
ひ
た
す
ら
登
高
獄
に
燃
え
て
を
つ
た
か
ら
（
我
等
を
し
・
て
つ
ね

に
若
く
、
永
遠
の
情
熱
家
た
ら
し
め
よ
。
し
か
し
て
つ
ね
に
、
蕊
烈

な
る
登
高
欲
に
燃
え
し
め
よ
！
）
ス
キ
ー
の
巧
拙
な
ど
問
題
で
な
く

唯
登
れ
さ
へ
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
と
信
じ
て
ゐ
た
。
勿
論
優
秀
な
る

ス
キ
ー
技
術
の
所
有
者
が
、
必
ず
し
も
常
に
優
れ
た
ス
キ
ー
登
山
家

で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
し
か
し
私
達
は
ス
キ
ー
登
山
を
な
す
篤
に

こ
そ
、
庇
い
意
味
に
於
て
ス
キ
ー
の
技
術
を
盆
々
練
熟
す
る
必
要
を

近
頃
痛
切
に
感
じ
る
の
だ
。

し
か
し
．
漸
く
ス
キ
ー
に
も
親
し
む
様
に
な
り
、
ス
キ
ー
に
鋤
す

る
考
へ
方
も
異
っ
て
来
て
か
ら
、
燕
変
黛
軽
侮
の
如
何
に
大
い
な
る

談
で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
こ
と
が
領
か
れ
る
様
に
な
っ
た
。
そ
し
て
む

○
●
◎
ｅ
、
。

し
ろ
》
典
の
ス
キ
ー
家
は
彼
等
燕
姿
黛
で
さ
へ
あ
る
の
だ
！
か
つ
て

。
。
⑤
⑥
。
。

。
○
●

私
達
が
意
味
し
た
山
黛
は
ス
キ
ー
登
山
家
で
あ
り
。
畑
黛
は
ス
キ
ー

①
③
○

、
●
。
。
、
。

競
技
者
で
こ
そ
あ
れ
、
そ
れ
故
に
嵐
の
ス
キ
ー
家
た
る
や
否
や
は
断

言
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
（
か
つ
て
私
は
、
ジ
ャ
ン
パ
ー
や
ラ
ン
ナ

０
。
②
。
。
●

Ｉ
に
し
て
始
め
て
鼠
の
ス
キ
ー
家
で
あ
る
と
信
じ
て
ゐ
た
ｏ
）
何
故

ミ
ツ
》
プ
ル

な
ら
ば
、
ス
キ
ー
を
手
段
と
し
て
の
み
用
ふ
ろ
ス
キ
ー
登
山
家
に
あ

っ
て
は
、
た
と
へ
山
岳
の
滑
走
に
よ
る
絶
大
な
る
愉
快
さ
を
享
楽
す

1６２2４

け
て
来
た
。
こ
こ
に
（
北
大
ス
キ
ー
部
で
は
）
山
黛
、
畑
黛
の
測
然

た
る
分
化
が
出
来
て
了
っ
た
。
即
ち
専
ら
ス
キ
ー
登
山
を
な
す
人
達

は
前
者
に
脇
し
、
専
ら
競
技
と
し
て
の
ス
キ
ー
を
研
究
す
る
人
達
は

穐
者
で
あ
る
。
而
も
な
ほ
、
お
の
づ
か
ら
そ
の
何
れ
に
も
厨
せ
ざ
る

多
く
の
ス
キ
ー
家
が
存
在
す
る
Ｊ
こ
こ
に
名
器
な
る
燕
婆
購
の
誕
生

が
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
燕
変
は
多
く
、
山
と
平
地
の
間
に
作
ら
れ

る
か
ら
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
純
然
た
る
山
黛
、
畑
黛
の
何
れ
に
も

つ
か
ざ
る
中
途
半
端
な
も
の
と
し
て
の
稲
々
軽
蔑
的
の
意
味
さ
へ
含

ま
れ
る
様
に
な
っ
た
。

し
か
し
こ
の
燕
姿
燕
樫
侮
の
風
潮
は
、
ス
キ
ー
部
と
し
て
は
む
し

ろ
鴬
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。
高
き
理
想
を
も
ち
、
一
つ
の
目

的
に
向
っ
て
進
む
部
に
あ
っ
て
は
、
百
の
燕
萎
ス
キ
ー
家
を
養
成
す

る
よ
り
は
、
む
し
ろ
一
の
よ
き
山
黛
、
一
の
優
れ
た
る
ジ
ャ
ン
バ
ー

ラ
ン
ナ
ー
を
出
す
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
か
つ
て

私
自
身
も
、
所
謂
燕
姿
黛
を
極
端
に
排
斥
し
た
一
人
で
あ
っ
た
の
だ

そ
れ
は
た
と
へ
、
謎
時
私
の
考
が
未
熟
で
あ
っ
た
と
は
い
へ
、
私
達

山
黛
の
数
は
少
く
、
そ
の
力
は
極
め
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
、
よ
き
グ
ル
ッ
ペ
を
求
め
る
力
は
弧
く
、
伸
び
ん
と
す
る
皇
は
激

、
、
、
、
、

し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ｉ
常
時
の
私
達
は
，
蕪
に
於
て
・
ワ
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ろ
と
し
て
も
そ
れ
は
し
ば
し
ば
、
彼
が
堆
初
の
然
し
て
ま
た
最
終
の

、
、

目
的
た
る
登
高
戸
』
依
て
得
た
る
附
随
的
の
も
の
で
あ
る
場
合
が
あ
る

か
ら
。
そ
し
て
か
の
ス
キ
ー
競
技
者
殊
に
ラ
ン
ナ
ー
の
如
き
競
技
場

に
於
て
ス
キ
ー
技
術
の
熟
練
を
必
要
と
で
る
も
、
而
も
な
ほ
彼
の
目

ゴ
Ｉ
拠

標
は
決
勝
鋤
で
シ
の
り
、
彼
を
し
て
か
の
肉
磯
的
苦
痛
を
忘
れ
し
め
る

ゲ
ー
ム

も
の
は
ス
キ
ー
そ
の
も
の
の
享
楽
に
あ
ら
ず
し
て
、
む
し
ろ
競
技
そ

れ
自
身
に
あ
る
様
だ
。
こ
の
場
合
ス
キ
ー
は
彼
の
競
技
を
楽
し
む
億

の
手
段
に
外
な
ら
な
い
。

○
。
。
。
○
、
。
●
●
。
Ｏ
。

し
か
し
な
が
ら
ス
キ
ー
登
山
家
や
ス
キ
ー
競
技
者
は
、
共
に
ま
た

。
。
●
、

ス
キ
ー
家
で
も
シ
の
り
得
る
。
事
資
彼
等
の
多
く
は
，
し
ば
し
ば
』
典
の

。
●
。
●
⑤

ス
キ
ー
家
で
も
あ
る
。
し
か
し
彼
等
燕
姿
熱
は
遂
に
、
ス
キ
ー
登
山

。
●
◎
○
ｓ
。
。

、
、
、
、

家
や
ス
聖
Ｔ
Ｉ
競
技
者
で
は
な
い
。
（
彼
等
は
し
ば
し
ば
，
あ
へ
て
ス

。
●
。
。
⑨
。
。
。
。
。
○

キ
ー
登
山
家
や
ス
キ
ー
競
技
者
た
る
こ
と
を
望
ま
な
い
で
あ
ら
う
。
）

。
○
。
③

彼
等
は
た
だ
は
ス
キ
ー
家
を
も
っ
て
終
始
す
る
。
彼
等
は
登
山
家
で

は
な
い
。
故
に
彼
等
は
必
し
も
川
を
生
命
と
は
し
な
い
。
彼
等
は
ス

キ
ー
競
技
者
で
は
な
い
。
故
に
彼
等
は
必
し
も
競
技
の
精
祁
を
生
命

と
は
し
な
い
。
而
も
彼
等
は
ス
キ
ー
家
で
あ
る
，
故
に
彼
等
の
生
命

と
す
る
と
こ
ろ
は
ス
キ
ー
で
あ
る
。
資
に
ス
キ
ー
こ
そ
は
彼
等
の
生

命
で
一
の
る
の
だ
。
彼
等
は
た
だ
に
ス
・
一
手
．
－
を
愉
し
む
た
め
に
滑
り
、

ｓ
よ

滑
る
た
め
に
山
に
登
る
。
山
深
く
清
浄
き
ス
ロ
ー
プ
を
尋
ね
、
タ
ン

し
ろ

ネ
ン
バ
ー
ｌ
ム
に
純
白
き
虚
女
雲
を
索
め
る
。
そ
こ
に
美
し
き
シ
ュ
プ

ー
ル
を
描
き
、
心
さ
へ
静
穏
な
る
自
然
に
融
け
入
ら
う
。
彼
等
こ
そ

⑨
。
●
＠
。
＠

は
旦
呉
の
ス
キ
ー
家
で
あ
る
の
だ
。
賞
に
正
し
き
意
味
に
於
て
、
這
に

ス
キ
ー
を
享
楽
す
る
も
の
は
燕
萎
熊
で
あ
る
。
ｌ
‐
Ｉ
私
を
し
て
時
に

し
ば
し
ば
一
個
の
燕
変
黛
た
ら
し
め
よ
●
。
．
（
十
五
・
八
）

己

ｴ６口
▲』

記
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－ －

、
蔵
９
９
彊
巨
の
言
斡
昼
の
男
Ｓ

オ
ィ
、
一
九
二
八
年
に
は
聾
．
旨
昌
冨
で
あ
る
ん
だ
さ
う
だ
。

、
底
。
一
号
屋
。
黒
の
温
の
男
田

き
う
か
、
瑞
西
で
か
。
我
が
国
の
〕
意
冒
だ
な
。
い
い
な
、
だ

け
ど
聾
．
旨
白
冒
は
ち
と
塊
持
ち
な
ら
ん
ね
。

ｍ
嵐
（
）
一
号
噌
旨
号
罫
践
国
は
胃
冒
胃
○
冨
邑
目
色
一
流
の
ス
キ
ー
ク
ヲ

ク
プ
で
あ
り
、
局
旨
：
】
・
釦
は
ご
畠
。
切
に
近
い
属
自
８
巨
鴨
昌
冨
昌
呂

の
冬
季
迎
勤
甥
で
あ
っ
て
豊
脅
⑦
§
群
峯
へ
の
蕊
足
鮎
で
あ
る
。
ク
ロ

ク
ッ
ス
の
咲
さ
初
め
た
雪
解
の
牧
甥
の
柵
に
腰
か
け
て
二
人
は
す
き
な
駄

癖
を
始
め
稚
○ 牧

場
で
の
話

ロ
ロ
■
屈
ロ
画
画
■
回
■
■
■
ロ
而

外
風
通
信

ロ
■
回
■
ロ
■
■
ロ
ロ
回
、
■
回
画

在
ベ
ル
リ
ン
麻
生
武
治

Ｆ

〆一一

§ ＳＴＳＴ Ⅱ回

皐
畠
巨
国
ｏ
己
の
冒
昌
や
国
。
ｇ
邑
司
を
雲
の
上
へ
持
っ
て
来
た
様

な
鹿
は
、
旨
の
競
技
曾
と
は
あ
は
な
い
よ
。

う
む
、
露
．
昌
胃
旨
そ
の
も
の
は
村
に
し
た
っ
て
，
祝
泉
揚
に
し

た
っ
て
駄
目
だ
が
ね
。
ｇ
昌
目
厨
み
た
い
に
邸
先
が
つ
ま
っ
て

な
い
し
第
一
あ
た
り
が
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。

お
い
、
お
腰
元
の
の
冒
号
言
昌
よ
り
い
い
っ
て
云
ふ
の
か
い

隆
昌
胃
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
ぐ
詩
９
２
冒
且
や
画
侭
の
尾
の
○
ｍ
垣
・
言

を
兄
る
様
な
す
ば
ら
し
い
景
色
は
聖
．
旨
且
言
に
は
な
い
ぜ
ぷ

で
も
胃
昌
冒
の
闇
冒
か
ら
旨
。
鳥
目
匝
呂
へ
か
け
て
の
あ

の
雄
大
な
買
鼠
骨
や
人
の
あ
ん
ま
り
は
い
ら
な
い
匂
。
旨
○
鴨
三
ｇ

は
い
い
っ
て
云
ふ
じ
や
な
い
か
，
閏
の
旨
騨
洋
の
、
呂
邑
胃
で
さ
へ

そ
う
云
っ
て
ゐ
た
よ
・

う
む
、
そ
り
ゃ
奥
へ
は
入
り
や
ね
。

山
は
兎
も
角
、
ス
キ
ー
だ
け
と
し
ち
ゃ
ど
う
だ
い
。

そ
り
や
雲
の
量
や
安
全
と
云
ふ
鮎
か
ら
い
き
や
一
○
盲
．
園
長
巨
冒

は
胃
属
国
○
言
冒
旦
の
上
に
あ
る
よ
。
競
走
の
儒
の
ゲ
レ
ン
デ

の
選
樺
も
多
い
し
。

シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
ど
う
だ
い
。

際
．
嵩
。
旨
の
旨
｝
胃
、
。
冨
昌
の
は
古
い
型
だ
が
．
隣
り
の

ｴ6４2６
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Ｇ

ろ
と
い
上
な
ァ
。

皿
う
む
、
少
く
も
競
走
、
ジ
ャ
ム
ブ
に
二
人
づ
ふ
ね
、
而
し
て
そ

の
中
か
ら
誰
か
複
合
競
技
に
も
出
る
ん
だ
ね
。
二
三
ヶ
月
前
か
ら

来
て
‐
愛
化
の
多
い
瑞
西
の
ゲ
レ
ン
デ
で
練
習
し
て
、
こ
っ
ち
の

シ
ャ
ン
ツ
ェ
に
も
馴
れ
り
や
・
初
め
か
ら
優
勝
な
ん
て
こ
と
は
、

○
冨
冒
貝
ご
》
県
冨
堰
ろ
（
空
中
核
閣
）
だ
が
、
ノ
ー
ル
エ
ー
や
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
に
は
か
な
わ
な
い
ま
で
も
競
走
だ
け
な
ら
猫
、
塊
、

瑞
・
と
は
伍
格
に
い
く
ぜ
。

Ｓ
そ
の
外
に
だ
っ
て
ち
と
藩
ろ
が
、
伊
桃
ボ
ー
レ
ン
あ
た
り
も
あ

る
か
ら
ね
０

浬
そ
れ
に
し
て
も
英
閣
っ
て
図
は
ス
ポ
ー
ト
の
盛
ん
な
園
だ
っ
て

い
ふ
が
な
ぜ
ス
キ
ー
の
競
技
念
に
は
出
な
い
ん
だ
い
。

Ｓ
イ
ギ
リ
ス
で
は
ス
キ
ー
が
滑
れ
な
い
か
ら
其
で
他
の
園
と
の
競

技
な
ん
か
出
来
な
い
つ
て
い
ふ
ん
だ
ら
う
。
そ
れ
に
イ
ギ
リ
ス
人

は
御
大
家
の
若
様
と
い
っ
た
様
な
も
ん
で
、
苦
し
い
競
走
な
ん
か

や
ら
な
い
よ
。

四
毛
う
言
へ
ば
イ
ギ
リ
ス
人
の
ス
キ
ー
に
鋤
す
る
解
羅
が
随
分
手

前
勝
手
な
も
ん
だ
ね
。
直
滑
降
だ
け
が
ス
キ
ー
の
競
技
だ
な
ん
て

エ
、
勝
手
に
す
る
が
い
上
。
毎
年
、
冬
と
い
わ
す
夏
，
と
い
わ
す
、

ｴ6５ 2７

弓
目
胃
塾
目
に
は
○
胃
｝
器
冨
が
六
三
米
突
傘
さ
ん
だ
掴
⑦
目
冒

、
冒
昌
の
が
あ
る
し
兎
に
角
卑
菖
冨
昌
ｇ
の
方
が
罵
言
胃
○
壱
‐

昌
昌
よ
り
ｍ
ｃ
冨
罵
の
の
数
は
多
い
よ
。

Ｓ
そ
れ
に
ど
う
せ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
や
る
さ
云
っ
た
ら
、
号
自
撰
の

の
一
つ
位
新
し
く
つ
く
る
よ
。
圃
畠
畠
旨
は
国
○
巨
も
組
合
も

金
持
ち
だ
か
ら
ね
。

配
だ
け
ど
、
一
つ
の
倶
楽
部
で
二
つ
も
ｍ
ｏ
冒
冒
の
を
持
っ
て
ゐ
る

の
は
謡
の
方
位
な
も
ん
だ
。
国
篭
、
冨
員
ｏ
の
方
は
ち
と
古
い
が
ね

Ｓ
お
い
、
シ
ャ
ン
ッ
ヱ
よ
り
い
い
ジ
ャ
ム
バ
ー
が
揃
っ
て
ゐ
る
よ

先
づ
冒
寓
だ
ら
う
。
そ
れ
に
切
冒
冒
邑
に
同
自
旨
自
と
云

っ
た
と
こ
ろ
は
瑞
西
一
流
だ
か
ら
ね
。
普
昌
の
息
子
も
今
に
よ

く
な
る
そ
、
槙
さ
ん
と
房
喧
・
誉
を
や
っ
た
国
富
の
子
だ
け
あ

っ
て
大
鵬
さ
が
あ
る
か
ら
ね
。

今
じ
ゃ
大
鰐
競
走
、
ジ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
○
盲
宮
廷
の
方
が
笑

え
て
ゐ
る
卜
か
Ｏ

配
さ
う
だ
窪
昌
昌
辰
ｂ
豊
司
。
“
》
瞥
○
篭
．
は
人
が
な
い
ね
。

ｍ
豊
富
己
唱
、
呂
自
患
も
此
頃
は
寂
し
い
よ
。
○
冨
冒
ｇ
胃
に
出
た

圃
冨
ｇ
冨
罵
跨
露
ｇ
冒
撹
の
尾
の
時
代
も
も
う
す
ぎ
た
か
●
ら
ね
。

Ｓ
時
に
来
々
年
は
日
本
か
ら
も
、
札
幌
の
連
中
で
も
、
二
三
人
末



Ｓ
ま
あ
人
様
の
お
岡
の
こ
と
だ
、
ど
う
で
も
い
い
。
そ
れ
よ
り
俺

達
は
日
本
の
連
中
の
来
る
の
を
待
っ
て
て
、
均
サ
ン
を
御
大
と
し

て
の
日
の
丸
を
先
頭
に
聾
．
旨
ｇ
旨
の
冬
の
舞
に
乗
込
ま
う
。

皿
う
む
翰
そ
れ
が
い
い
。
誓
○
爵
に
文
句
は
禁
物
だ
ね
…
・
嬰
冒
堂

湖
畔
の
牧
場
に
夕
闇
が
訪
れ
た
。
冬
さ
愛
ら
ぬ
国
冒
房
暑
の

三
つ
の
氷
の
楽
に
か
よ
ろ
陰
ｇ
骨
○
蒔
を
眺
め
て
二
人
は
若
き
生
命

に
陰
冒
匡
璽
の
感
激
を
斑
え
た
。

／
／
／
／
／
ノ
ノ
ノ
ク
も
ク
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
／
／
／
／
／
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

一
壱
《
報
抄
録

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

イ
ギ
リ
ス
に
だ
っ
て
旨
畠
昏
目
競
走
も
あ
り
、
廿
何
時
間
泳

ぎ
つ
堂
け
て
○
冨
冒
の
一
を
憐
断
し
た
り
、
尋
の
ぎ
〕
〕
‐
ぽ
。
且
○
口
の
五

十
哩
署
寧
岸
冒
晦
胃
８
な
ん
て
の
に
至
っ
ち
ゃ
ｇ
ｏ
鳥
を
通
り

越
し
て
随
分
な
勢
働
だ
ぜ
。
讐
○
箭
冒
自
署
営
庁
だ
の
の
曾
呈
の
§
‐

邑
号
の
本
家
の
様
に
思
っ
て
ゐ
た
イ
ギ
リ
ス
が
、
嵐
を
通
じ
て

ど
う
も
あ
や
し
く
な
っ
て
来
た
よ
。
辱
◎
景
弓
○
冒
岸
は
御
免
だ
ょ

冒
冒
は
己
曽
曾
冨
員
は
団
豊

に
書
い
て
る
よ
。
も
つ
と
も
、
聖

旨
ｇ
ｇ
で
何
を
も
の
し
た
つ
一

以
外
に
い
で
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。

ー

巾

瑞
西
に
来
る
外
画
人
の
大
多
数
は
イ
ギ
リ
ス
だ
ぜ
。
昌
胃
ｇ
だ

の
露
．
旨
貝
旨
な
ん
か
イ
ギ
リ
ス
の
殖
民
み
た
い
な
も
ん
だ
ぜ
、

連
中
の
我
物
顔
に
し
て
あ
と
こ
ろ
は
。

闇
そ
れ
で
本
圃
に
零
が
な
い
か
ら
淵
ろ
機
倉
が
な
い
な
ぞ
と
は
、

英
は
間
へ
ま
せ
ぬ
何
と
か
…
：
．
．
…
・
：
・
：
だ
ね
。

皿
冬
中
ご
胃
晶
に
居
て
毎
日
か
上
さ
す
圃
鳥
目
の
国
三
さ
に
来

る
イ
ギ
リ
ス
人
は
羅
山
あ
る
よ
、
老
人
や
病
人
ぢ
や
な
い
よ
。
若

い
ん
で
シ
ー
ズ
ン
中
園
。
“
目
切
に
居
る
な
ん
か
俺
は
知
つ
て
ゐ
る

よ
、
要
す
る
に
解
輝
は
勝
手
だ
が
，
ま
あ
逃
げ
口
上
だ
ね
。

Ｓ
賃
冒
は
ご
曽
曾
冒
員
は
国
豊
の
曽
員
に
通
す
っ
て
倒
の
自
国
Ｃ
Ｏ
岸

に
書
い
て
る
よ
。
も
つ
と
も
、
あ
の
橡
側
の
先
つ
ぼ
み
た
い
な
、

旨
冒
曾
で
何
を
も
の
し
た
つ
て
先
生
の
は
自
分
の
宿
屋
の
庚
告

北
大
ス
キ
ー
部
創
立
十
五
週
年
記
念
出
版
に
は
往
年
の
人
達
の
玉

稿
を
牧
む
る
こ
と
が
多
大
と
な
っ
た
の
で
、
現
在
の
部
長
始
め
部
員

達
も
燕
張
っ
て
記
述
に
力
を
注
い
て
居
る
と
云
っ
て
は
一
寸
手
前
味

噌
の
磯
で
あ
る
が
、
兎
に
角
、
も
う
や
が
て
来
月
に
は
印
刷
も
出
来

上
る
筈
に
な
っ
て
居
る
。

海
外
か
ら
は
己
に
次
の
様
な
人
錘
が
寄
稿
せ
ら
れ
て
居
る
。

北
大
ス
キ
ー
部
記
念
出
版
内
容
一
端

T6６－R鵬



尚

旨
。
号
冒
⑦
、
号
勝
己
冒
涜
国
．
の
ｇ
胃
匙
国
・
・
二
．
ご
男
冒

ゴ
ヨ
】
己
臼
．
今
．
、
。
旨
⑦
＄
ｇ
昌
扇
自
雷
亀
邑
．
ｍ
宮
冒
晦
昌
己
毎
自
唱
胃
壷

剣
．
・
の
尾
．
圃
畠
号
曙
冒
皇
国
．
、
。
言
①
号
の
侭
９
．

・
ｇ
ｏ
属
目
Ｐ
ｍ
国
昌
の
醤
の
｝
の
弓
．
皆
・
胃
冨
：
脂
．

山
岳
第
二
十
年
第
二
銃
日
本
岳
友
曾

○

ぽ
洩
唾
屋
《
ユ
の
．

、
弓
の
今
の
眉
。
Ｈ
④
掴
Ｐ

最
後
の
二
書
は
国
際
ス
キ
ー
聯
盟
曾
長
イ
ワ
ル
。
ネ
ル
ム
ク
亦
‘
・
ス

ト
氏
よ
り
寄
贈
せ
ら
る
。
此
二
箸
は
共
に
北
方
ス
ウ
ェ
デ
ン
図
の
冬

季
ス
ポ
ー
ツ
の
藤
ん
な
地
方
の
案
内
の
様
な
も
の
で
あ
る
。
珍
ら
し

き
篤
丘
多
敷
挿
入
せ
ら
れ
て
あ
る
。

函
・
ロ
・
切
暑
．
新
着
岡
書

”妬ラー

国
際
ス
キ
ー
聯
盟
の
曾
長
で
あ
る
弓
豊
．
国
。
冒
冒
黒
氏

オ
ー
ス
ト
リ
ー
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
の
同
旨
蝶
．
肴
曾
昏
の
旨
曾
氏

オ
ー
ス
ト
リ
ー
ス
キ
ー
風
の
名
審
含
長
詞
皇
．
罵
言
氏

ド
イ
ッ
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
外
交
委
員
句
．
園
・
母
氏

ジ
ャ
ム
プ
で
右
名
な
ｂ
侭
冒
ご
○
畠
、
ｇ
氏

ス
キ
ー
の
修
繕
典
を
多
く
考
案
し
て
居
る
園
。
｝
）
艮
国
の
協
氏

ジ
ャ
ム
プ
で
矢
張
り
有
名
な
○
胃
］
国
邑
曾
．
氏

ス
キ
ー
ス
ボ
ー
ッ
の
瞥
畢
的
研
究
者
ド
ク
ト
ル
ク
ノ
ル
氏

此
等
か
ら
玉
稲
を
寄
せ
ら
れ
て
居
る
。
特
に
カ
ル
ル
。
ハ
ィ
レ
ル

氏
や
、
ロ
バ
ー
ト
・
ヘ
ス
氏
な
ど
は
飛
行
便
で
寄
稲
せ
ら
れ
、
叉
英
国

の
ス
キ
ー
ク
ラ
プ
の
リ
ー
グ
ｌ
で
あ
り
、
此
春
秩
父
宮
殿
下
の
ス
ウ

イ
ス
で
の
グ
レ
ッ
チ
ァ
旅
行
の
お
伴
を
し
て
行
っ
た
隆
昌
ｏ
国
思
巨
昌

氏
か
ら
，
其
時
の
旅
行
に
つ
い
て
の
玉
穂
を
頂
い
た
。

或
は
飛
行
便
で
或
は
至
急
信
で
海
外
の
斯
道
の
椛
威
者
か
ら
熱
心

な
睡
援
を
受
け
、
寄
稿
を
得
た
こ
『
）
は
，
吾
々
の
記
念
出
版
の
内
容

に
一
段
の
光
彩
淀
添
へ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

尚
記
念
出
版
の
内
容
は
別
項
の
様
に
、
山
岳
方
面
は
主
と
し
て
北

海
道
の
山
岳
に
つ
い
て
、
未
だ
装
表
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
を
苑

め
た
職
り
で
あ
る
と
は
溌
事
者
の
話
。
（
霧
）



正
久
〉
・
邦
子
ミ
デ
ィ

Ｏ

濁
畢
の
士
に

又
北
大
ス
キ
ー
部
主
催
の
「
山
岳
及
ス
キ
ー
」
の
展
蝿
術
は
十
一

月
中
旬
札
幌
丸
井
災
服
店
に
て
開
催
す
る
筈
。

北
大
ス
キ
ー
部
所
脇
手
稲
山
ヒ
ュ
ッ
テ
は
撫
定
よ
り
竣
成
が
狸
れ

波
が
迦
く
も
九
月
中
に
は
竣
成
の
鯉
定
ｏ
来
る
べ
き
冬
の
シ
ー
ズ

ン
に
は
多
く
の
ス
キ
ー
家
が
蕊
ろ
と
と
て
あ
ら
う
。

丘

◇ 一●

命

ｪ6８

誤
植
訂
正

近
事
片
嬉

。－◇

第
六
十
四
誠

誤

、

七
頁
左
よ
り
四
行
目
狭
ン
・
ド
ュ
．
、
ミ
デ
ィ

、

一
〈
頁
右
よ
り
九
行
、
猫
罷
の
上
に

ス
キ
ー
テ
〃
一
一
ツ
ク
の
研
究

○

一
頁
下
よ
り
四
行
側
体
重
抜
く
方

Ｃ

体
砿
を
抜
く
方

ト

3０

も
う
う
ら
懇
い
秋
風
が
吹
き
ま
わ
し
て
、
野
も
山
も
秋
の
深
み
へ
沈
ん
で

行
く
。
些
草
に
か
ら
め
ら
派
密
林
の
中
に
は
山
補
荷
の
紫
の
房
が
〆
う
り
と

下
が
る
。
そ
こ
か
鋲
を
打
つ
能
靴
を
は
い
祇
男
が
通
る
。
そ
し
て
こ
の
峠
を

宇
力

越
し
求
ら
リ
ン
デ
ン
の
木
が
あ
っ
て
、
》
そ
の
下
に
地
へ
直
接
に
脚
を
打
ち
こ

ん
だ
卓
子
、
同
じ
く
生
へ
ぬ
き
の
柿
子
、
そ
し
て
素
焼
の
コ
ッ
プ
に
ピ
ー

ァ
、
そ
の
上
お
定
弐
リ
の
チ
、
‐
ル
風
の
服
を
蒲
求
女
が
出
て
来
る
位
の
こ

と
を
考
へ
て
遡
る
。
１
１
と
云
ふ
様
な
時
に
な
っ
て
し
ま
つ
れ
。

併
し
、
そ
し
て
間
も
な
く
雪
が
来
る
Ｏ
活
無
あ
る
場
面
は
展
開
し
て
ゆ
く

今
月
雛
に
は
大
腸
殻
の
玉
稿
「
識
山
史
上
の
人
為
」
の
続
稿
ヱ
ド
ヮ
ｌ
ド

ゥ
イ
ン
パ
ー
小
偲
を
肺
ら
し
て
頂
く
筈
で
し
龍
が
、
そ
の
後
荷
材
料
を
集
め

ら
れ
補
錐
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
維
に
本
銃
に
間
に
合
は
な
か
つ
れ
の
は
残

念
の
至
り
で
す
。
併
し
本
雛
に
同
君
の
「
冬
雪
崩
」
に
閥
す
る
専
問
的
研
究

を
得
穴
こ
と
ば
斑
は
喜
し
い
こ
と
Ｌ
思
っ
て
居
り
ま
す
Ｏ
術
頁
数
の
都
合
上

本
雅
に
半
分
し
か
載
遮
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
液
こ
と
ば
編
者
と
し
て
、
大

島
君
な
ら
び
に
諸
君
に
お
謡
し
淡
す
○
倫
伯
林
の
聯
生
荊
よ
り
而
白
い
お
話

を
、
平
塚
詞
、
伊
藤
調
よ
り
玉
稲
な
頂
き
感
鮒
し
て
居
り
ま
す
。

又
「
ス
キ
ー
ク
ニ
ッ
ク
」
の
研
究
と
し
て
岡
村
荊
の
研
究
海
戦
せ
る
こ
と

が
冊
来
、
立
派
な
六
十
五
雛
を
出
す
こ
と
が
出
来
散
霞
し
派
Ｏ
今
後
と
も
、
一

府
諸
飛
の
御
助
力
を
希
望
し
て
や
ま
な
い
次
第
て
あ
り
ま
す
。
（
他
生
〕

編
輯
後
記



函

一、平地滑走に就いて〔本誌四十雅筆器述〕

二通杖と其の活用に就いて〔同五十六雛商橋昂氏逃〕

三、デイス夢ンスレースの技術

〔北大スキー部十五周年記念出版ドク弘一･パー〆.－述〕

凸

Ｓ

猫この記蔀の参考として更に左の記事を誠まれる蔀は、お互の了解を助

ける鮎に於て便宜であらうと恩ふｏそれに依って此庭のi氾迦の足らざる

を補って頂きたい○

凸

■
６
■
１
日
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
■
■

Ｉ6９



産

函

けである。即ち庇義の三段滑走は狭義の三段治定「ドライエルシユリツトDrcier‐

schIitb（猫）スリーランニングnIrGerUuning（英)」を意味して居ない。叉庇義

の三段滑走は全て同時に杖を使用して推進する所に、平地滑走の瞬間的脚の休息

優れたる速度の漉得がある紬よりして、藤義の推進滑走との名稲を典へるのが適

営かも知れない。

従って各種平地滑走法を厳絡な意味に於て、平地行進法の中に含めて孝へる時

は、次の如き平地行進技術の分類を得らるムわけである。三段滑走の立場を明か

にする傭に左に之を記しておく。

（勿論此の分類法が全く正しいとは限らない－）

、平地行進〔必ずしも複杖を必要とせず）

Ａ平地行進（歩行〕GehenindewEbene

Bi駈足行進〔疾走〕eil血chesLaufbn

二、平地滑走〔複駄な必要とする〕

Ａ躍進滑走Ｐ躯sgang

B三段滑走〔推辿滑走〕

n,三段滑走DreeersCllritt

b二段淵走ZweieIsChritb

c四段滑走

ｄ雛潅洲走(川紘滑走)｝B蝿‘皿･叩u'豊､…ｓＩ‘…d職Eb･“

三、スケー1､式滑走Sclllit鶴cllUhlaufbnindGrEbenG

７

(１９２６．９．９）

簡単に三段滑走の立場とその多菰の内容に封する胆剛範幽な述べこ次錐

である。各攻ロに鋤する詳細な郡は識者諸沼･の今後の御研究に待ちこい

一xＺＱ－

Ｉ
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走法である。従って此の種の淵走法も先に述べた如き理由に従って特殊の懸川範

閲を右して居る。

綾傾斜に下降せる斜而の滑走法。滑羅なる平地の短距離滑走。急斜面下降後の

悩性を利用して平地を急速に滑走する甥合｡他の平地滑走法中に於ける脚力節約。

シユテムメンの充分に蓮成し得られざる斜面の滑走。

かくの如く平地滑走に高能的に臓用せらるＬ三段淵走も、更に愛型的技術を充

分膳用する事は確かに肝要な事である。之に依って滑走の軍調さを'破り、地形雪

質封の滑走を潟すと共に、充分なる体力節約、休恩をおきながら進む事が出来る

わけで、一般的に体筋肉を使用するスキーのデイスタンスレースの俄値を一屑高

めるものである。局部的筋肉の疲騨が全体の速度に影悪する事なく、各技術を交

替的に鯉用して行く事が出来ろ。

数十粁に亘る長距離滑走の一大努働も、全身筋肉の交替的作用を撚はせる結果

驚くべき僅かの疲弊、苦痛に過ぎずに滑走し終る事が出来る。

要するに以上述べ来たった各種滑走法は、淡義の三段滑走である。此の三段滞

走ば礎に今日まで吾人の知れる範閲では最も有効な滑走法でその内容も愛型的技

術を含めて可成に豊冨のものである。疲弊少く長距離に通する而も最大の速度を

得らる上最良のzIf地滑走法として、世界一流選手の愛寵を受け居る所以である。

デイスタンスレーサーの技術の尺度は殆ど平地滑走の技価によって測られ、平地

滑走の巧拙は三段滑走の力価如何により評慣せれるム程なのである。

三段滑走の名稽に就いて

狭義の三段滑走と其他の愛型的技術は之潅総括して見るに平地湘走の主要な位

置を占め而も主なる滑走の原動力は共に同様なる１脚及び脚の作用によって居る。

即ちスキーの制動力（シユテムメン）及び同時に雪而に突いて篤される雨杖の推

進力によって前進力を得て、スキーの滑りがスキーの消出速度を助けて居ると見

’倣す事が出来る。

之等の各種滑走法を総括して、所謂三段滑走が成立して居るものであって、戯

義の三段滑走は秋義の三段滑走及び二段滑走、四段滑走、推進滑走を抱含するわ

1７１ 6

ー 」
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同時に雨杖をスキーの雨側に立てム体を寄せあ。

三三段滑走の第三動作ご同様にスキーの淵出を充分に行ふ。

大略の規準は二段滑走も三段滑走も殆ど塗りがない。唯三段滑走の三歩の脚、

迩動は二段滑走では二歩になり、結局第一動作として述べた部分が三段滑走の二

歩駈足に封し、二段滑走では一歩の踏出しになって居るに過ぎない。然し細い技

術的の方面殊に脚の開きや体の動揺等に至っては、三段と二段との相違は三段と

四段との間以上の菱化が存在して居る。

さて此の二段滑走は四段滑走と同様に三段滑走よりも－．歩少くなった脚の仕事

の影響ざして、その特質に膝じて懸川範園が定まって来る。主として三段滑走の

項で述べた場合とは反劉･の状態に封して庇〈使川せらるるものと見て差支ない。

比岐的腕力の弧いランナーの平地滑走。コースの中一定随分の短距離の平地に

鋤する滑走。スキーの軽い時、脚の急速運動の妨げられ勝らの錫合の平地滑走。

雪質の滑り好く棚営のシユテムメンの有効なる時の平地滑走っ綾傾斜の下降面に

なって居る平地の滑走。極く短距離の緩登行面の登行。

腕の力は疲鍔し易いけれども、僅かの力でよく著しい速度を得らる上特微を宿

して居る。二段或は四段滑走は此の熱に立脚してよく滑るスキーを利して最大の

速度を出すに適して居る。かくして二段或は三段の滑走を巧みに組合せて、平地

滑走の快味を充分に味ひ、平地のスピードを他くまで向上せしむく営事が、デイ

スタンスレーサー各人の努力すべき事柄であらう。

推進滑走（Bescl1Ieunigungmit(lerSt6cke）

三段i'8走の愛型である四段滑走は、その滑走コースの地形雪硬に依っては、更

に一回或は二回以上の杖の推進作川を附加して更に腕の作川を商める輔が出来る

叉二段消走に於ても同様であって、一間だけ使川する杖を二回以上便川して脚の

仕事を更に少くする場合が有り得る。かくて四段、五段の溌走が行ひ得るわけで

あるが、力､上る場合は雌ろ杖のみによる推進作川が重きを漁して、即ち此虚に謂

ふ推進滑走となるのである。云はば四段滑走ミニ段滑走との結合技術に厩する。

推進滑走は殆ど脚の力をかりる事なく、踏み固めら十1た滑りよい斜而でたとへ

其庭が平地でも相懲のスピードを出す事が出来る。極度;こ脚力を節約した率地滑

;］ ｴ7２
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四、更に一度雨杖をスキーの先端近くに突いて弧く後方に塵し、スキーの滑走を

延長せしめろ。雨スキーは殆ど猟並んで始終体重を雨スキーに平等に載せる。

即ち此の滑走法は三段滑走より使の使用回数が一周期毎に一つ恥加しただけで

他の要領は三段滑走と殆んど塗りがない。体の衝撃的迩動は三段滑走の三段に行

はれるのに劉・して、杖の使川が多くなっただけ四段になったに過ぎない。

此の四段滑走は脚通勤の三に封し腕の蓮動が二つになって、腕力が三段滑走よ

り多く使用せられる。従って前にも述べた如き理由を主因として、それぞれ個人

的に叉は地形、雪質により雁用すべき場合が生じて来る。然しその本質的の脚力

節約の鮎では後に述べる二段滑走と殆ど同様の意味を有して居るから、之は二段

滑走と殆ど同じ状態の時に使川するが適溌であるっ

然し蝋いてその雨宥の異る鮎を述べれば、それは四段滑走は脚と腕の仕事が除

り著しく分業化して届る事である。一周期の軍位動作は三つの脚通勤二つの杖通

勤と云ふ精良く綴〈名々の仕事が交替に篇されて、休息が長く行はれて居ると見

‘倣される、最後の杖の推進作用の行はれる時は脚刀は明かに休息の)伏態に入って

居る如きものである｡即ち引切りなしに脚力､腕力がより短い瞬間の休息を互に

おいて努力して行く二段消走よりは、此の長い休息を挟めながら進む四段淵走は

可成空隙の多い、何虚かに弱みのある滑走法であると思ふ。従って元気に満ちた

一歩の踏出しにも確然たる力を総め得らるム短い砿間の部分的滑走には（部分的

滑走の意義は叉何れ機命な得て述べらろ，筈である）Ｉ欣みのある四段淵走は不適では

あるまいか。雌ろ之に反して長い休息を要求して居る長い臓間の部分的滑走に於

て、疲勢を感ずる泰少く最後まで滑走を綾ける馬に、二段滑走よりは此の四段滑

走が通常のやうに思はれる。
ｒ

詳し,ﾉ､デリケートな紬に至っては蜜際の場合に、臨機に行はれるべき性質のも

ので、此虚に貧弱な経験より詳細に述べる事は困難である。

二段滑走（Zweie喝chyitt）

一、右脚を大きく蹄み出しながら、雨杖を前方に差出し先端をスキーの先の近く

に振出す。体は次第に前に傾ける。

二、次に後左脚を急速に踏出し、前右脚で程く踏切り左脚を大きく前進せしめる

一エワ３－４
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である故に、本質的に三段滑走は淵スピードの鈍い滑走、或は困難承斜而上の平

地治走に適した滑走法である。

更に叉スキー滑走の脚蓮動はスキーの後滑りを甚だ嫌ふものであって、私の所

詔シユテムメンの要素を要求する事が大きい。それで脚運動の多い三段滑走はシ

ュテムメンの強く行はれち'１;郷ち雲とスキー窓の間の滑らない性質の大きく働い

て居る場合に遥醤して居る。

従って三段滑走の資際の鵬朋を此の本質的事項より剛出して孝へると、大体次

の如き特性を有し、諸大家の教程の内容とは殆ど一致するやうである。猫之を我

″が資際に使ハルても恐らくその適所を容易に認める事が出来ると思ふ。脚通勤

が大きいので､比較的脚の狸ぃランナーの平地滑走｡脚蓮動が容易なる永績通勤ざ

して適して居る篤、コース中の一定の長距離の平地滑走。スキーの軽い場合の平

地滑走。雪質の滞り悪い時或はシユテムメンの要素の弧く働く場合のzIf地滑走。

滑出を許し得る範園の綾斜而の溌行｡正面より風の歴力を受けつム進む平地滑走。

之等はこの三段滑走を雁川すべき主なる状態である。そして之等の場合の雌川が

不適盤であるさしたならば、それは恐らく更に大きな影鯉が及んで居る場合に祁
迩ない。

要すこに之等の各種の携合に雁じ、ランナーは三段滑走透淵走技術として撰樺

すらわけであるｃコース中の同じ場所でも一流選手の各人がそれぞれ異った走法

を彼川して居るのも、力､Ｌる多くの影響｝伏態があるに依ると思ふ。「ハウグは三

段洲･走して行ったが、グロツタムスブラーテンは三段滑走と他の浴走法を加味し

て此庭を進んで行った」等の事柄を聞く事のあるにつけても、営然それに至る原

因があるに相違ない。
、

以上は三段滑走の大略の使川問題淀説いたのであるが、之よりは全て三段淵･走

よりは脚通勤の少い平地滑走法に就いて述べて見よう。

四段滑走（三段滑走の愛型）

、二、三段滑走と同様の動'作を行ふ･

三、三段滑走と同様に杖に･依って‘体を推進せしめるが、終りの動作を少し急速に

行ふ。

Ｕ１

ｒ〕

P

ｴ7４



一、比較的短い歩幅の駈足を二歩行ふ。同時に雨杖の先端郡1i方に振(1)し、次節

に身体な前傾せしめる。

二、３１綴いて三歩目を急速に出す瞬間に、後脚で狸く踏切り、雨杖をスキーの先

端の両側に突いて体を寄せるやうに杖に力彰入れる。

三、更に上体を前屈しながら雨杖に力を加へて後方に唾し､､雨スキーを同時に或

る距離だけ滑出ぜしめる。

かくして一定の距離を棚営の速度でi'舟り終るや否や、再び第一動作より初めて

行くのが三段滑走の要領である。

此の淵走は三歩の脚運動と一回の杖の推進蓮動が一回の滑走動作の爺位を形作

って居り、従って後に述べる各種の滑走法に比すれば脚の運動が少し多い事にな

って居る。平地滑走で雨杖を同時に突いて推進する動作の含まれて居る技術中、

最も脚の仕事が多い。

元来各種斜而の渦走技術を観察するに這脚の仕躯は腕及び杖の仕事に比して力

の上で甚ざ大きい仕事を馬す事が出来るが、速度の黙では腕の作用に少し,く劣ら

ざるを得ないやうである。或抵抗に逆ふて（例へば重力に逆ふて斜而を登る時）

力湿く碓賞に進む時には主に脚の運動を多'くし、之に反して速度の大な遥時は飽

くまでスキーの滑りを利川してI腕の力によって推進すろを主な動作さしなければ

ならない。例へば綾傾斜の滑走に脚の蓮動を行ふ事は非常に少く、力を加へて速

度を蝋さんとする時は全く腕のみを働かせる如きもその一例である。脚運動或は

躍進滑走的の運動の本質的性蜜より考へて見るに之は理由のある事である。

即ち脚運動は力を狸く要求する滑走に適し、三段滑走はその脚運動が比較的大

一エ 7５－２

次に三段滑走に馬すると恩はれる各種滑走法及びその特変に就いて、極く閲箪

に説明を加へて見たいざ思ふ。之に就いて一屑の精細な研究を技術、懸刑範園の

方而に致して行くのは、今後デイスンスレーサーが筋すべき和篇布効なる注意問

題であらう。

段滑定（Dueicl1SChritt）
一
｝
一

按価の重要なる内溶である。

巳
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色

田

スキーテクニックの研究
－－－司奄冬含･や乞一

所謂三段滑走及び其雁用に就いて

岡村源太郡

雨脚の念速な踏み出しに伴って、あはた賀しくも左右の杖の衝喋的迩動を止む

なくせられた所のスキーランナーの駈足は、一九二四年頃よりは全く本地の競走

では兄られなくなった。叉駈足よりは梢杖の推進を利用して居る所謂躍進滑走も

毎歩毎に弧く休み無く行はれる腕の運動の性急さ或は困難さの偏に、一般のディ

スタンスレーサーは平地では殆ど顧みざらんとして居ろ。

之に反して毎年次第にその披価の進展を明かならしめつムあるのは、現在のデ

イスクンスレース技術中最も重要なるものの一つとせられある三段滑走である。

近時のデイスタンスレースの進歩は質に覇スキー、杖、ワックス、練習法の進

歩に加ふるに此の三段滞走の出現が大いに力を典へた結果であると見倣して差支

なからう。然し比鹿に注意ずべき事は、従来の所謂三段滑走は更に幾多の愛則的

淵走法花加味する事が、一層その効果を確かにする根携となり、叉長距離滑走の

目的に適した意義を多からしめる所以となって居る事である。即ち一般ランナー

の間にもぼんやりながら此の事は注目せらる1,に至って、全て三段滑走のみを間

執する傾向は可成薄らぎつ上あるのである。叉高橋昂氏は既に本誌五六雛に三段

滑走の愛調さの項目で杖の活川との開係を述べられた程である。

即ち庇義に唱へらるム三段婿走は、軍に純棒の三段に繰返さる上滑走法のみで

はなく、猶此の他に二段或は四段等にしても滑走する事が出来るのである。

之等の三段滑走の種々 の愛型に封しても、充分雷熱する蕊は甚だ肝要なる事で

ある。そして各技術の宿する特性を深く研究し更に充分体得して質際のレース即

ち滑走に雁用する事は、スピード、耐久力等を必要とするデイスタンスレースの

１－エワ６－
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“
ア
。
フ
レ
エ
ー
氏
、
○
〆
〃
フ
イ
ン
・

カ
ル
ル
セ
ン
氏
、
○
カ
ル
ル
．
ハ
イ
レ
ル
氏
、
○
両
パ
ー
ト
・

ヘ
ス
氏
、
○
ド
ク
ト
ル
・
ク
ノ
ル
氏
○
オ
ッ
ト
・
ゲ
ル
ト
ネ
ル
氏

一
年
報
課
詩
、
課
章
、
挿
遥
、
そ
の
他

◇
慨
裁
菊
版
、
全
部
ポ
イ
ン
ト
添
字
組

萩
寅
上
等
、
篤
垣
版
約
二
十
葉
、
全
頁
約
三
百
頁

◇
価
格
は
す
べ
て
斑
災
で
お
源
ち
し
れ
い
と
思
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
、

印
刷
の
上
で
な
く
て
は
確
定
致
し
詮
せ
ん
け
れ
ど
も
、
概
算
議
定
額
は

一
部
二
回
五
十
鐘
送
料
十
一
一
銭
で
あ
り
裳
す
○

◇
刊
行
期
日
十
一
月
下
旬

◇
溌
約
申
込
期
日
十
月
廿
日
ま
で

鋤
赫
熱
蔀
謹
池
浄
訪
細
諦
迦
剛
郡
峰
霊
に
概
錬
擬
定
額
及
び
送
料

十
一
丁
目
一
一
番
地
（
山
と
ス
キ
ー
の
含
内
〕

穴
ス
キ
ー
Ｉ
部
記
念
出
版
係

振
替
小
樽
八
四
九
五

｛



優秀ナルスキート其用具

小 樽

梅屋建勤異店
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下殿宮各宮階山･宮川白北･宮田竹

用使も行一御除山登一キッロンアデナカ

皇戴を状蓋愚有美光後朝綜御つ且るき

の爵特淵店 富

一呈照グロ参力
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領受牌金賞等一

■

角目丁四厘郷本市京東
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店 靴'屋田太

E

Ｉ
ｌｌ

刈
届
０
ｈ
個
‐
，
Ｕ
Ⅱ
画
二
画
１
画
、
冠
１
塁
宮
▲
ぬ
：
Ｉ
‐
．
；
‐
仙
肌
Ｍ
Ｏ



Ｉ
…

一一

◇
ス
キ
ー
を
研
究
せ
ら
れ
る
人
、
登
山
に
趣
味
を
持
た
れ
る
方
が
一

人
で
も
多
く
お
読
み
下
さ
る
こ
と
を
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

◆
山
岳
及
び
ス
キ
ー
に
側
し
て
何
な
り
と
も
御
寄
砿
下
さ
れ
ん
こ
と

を
お
願
し
ま
す
叉
印
謡
の
御
悪
迭
を
切
望
致
し
ま
す
。
原
稿
紙
は

御
申
越
次
第
お
送
り
致
し
ま
す
。

今
原
稿
は
、
、
。
を
一
宇
と
し
、
行
を
更
め
る
と
き
は
一
宇
下
け
る

こ
と
Ｏ

◆
記
事
中
の
敷
戯
は
全
て
、
０
．
Ｇ
．
Ｓ
・
系
に
よ
ら
れ
ん
事
を
望

み
ま
す
。

令
山
と
ス
キ
ー
の
曾
は
北
海
道
帝
閲
大
畢
文
武
含
ス
キ
ー
部
の
有
志

が
、
此
の
雑
誌
を
義
行
す
る
馬
に
作
っ
て
ゐ
る
曾
で
す
。

◆
雑
誌
代
金
に
就
て
一
庶
下
記
の
諸
項
を
御
承
知
下
さ
い
。

◆
本
曾
よ
り
誰
す
る
電
信
略
雛
を
「
ャ
ご
と
し
て
居
り
ま
す
。

◇
前
金
切
れ
の
時
の
御
知
ら
せ
は
最
後
の
分
の
包
装
中
に
同
封
し
て
御
逢

り
し
ま
す
。
次
の
御
送
金
あ
る
ま
で
は
配
本
を
見
合
せ
ま
す
。

､

大
正
十
五
年
九
月
廿
八
日
印
刷

大
正
十
五
年
十
月
一
日
通
行

（
毎
月
一
回
一
日
壷
行
）

編
瞬
者
山
口
健
児

鋤
釧
識
騰
田
戸
七
郎

北
海
滋
札
幌
市
北
一
僚
西
二
丁
目

印
刷
所
札
幌
印
刷
株
式
含
赴

北
海
道
札
幌
市
北
五
傑
西
十
一
丁
目
二
恭
地

蛮
行
所
山
ご
ス
キ
ー
の
会
昌

掃
替
口
座
爪
樽
八
四
九
五
番

ノ

定
償
金
参
拾
銭

器
前
金
御
申
込
か
、
現
金
で
な
け
れ
ば
お
渡
し
い
た

し
量
せ
ん
ｏ

器
御
透
金
は
な
る
べ
く
振
替
に
て
お
願
致
し
ま
す
。

託
六
冊
分
前
金
挑
込
の
方
に
は
送
料
を
頂
き
ま
せ
ん

器
前
金
の
切
れ
れ
時
の
御
知
ら
せ
は
最
後
の
分
の
包

装
中
に
同
封
し
て
御
塗
り
し
ま
す
。
次
の
御
送
金

あ
る
ま
で
配
本
を
見
合
せ
ま
す
◎

器
本
誌
は
醤
利
的
の
刊
行
物
で
は
あ
り
全
せ
ん
Ｏ
紹

介
、
縁
故
の
有
無
に
か
Ｌ
は
ら
ず
雑
誌
の
代
便
は

頂
き
ま
す
。
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ゆ
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Ｐ
凸
面
咽
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ｒ
‐

大
正
士
一
年
揖
月
一
一
右
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

大
正
十
五
年
九
月
廿
八
同
印
刷
納
本

大
正
十
五
年
十
月
一
日
蕊
行

Ｅ

定
慣
参
拾
賎

ｒ
‐
州
】
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